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は

じ

め

に

一
九
九
八
年

(平
成

一
〇
)
年
、
国
有
林
は
、
林
業
政

策

の
抜
本
的
改
革
と
し
て
、
従
来

の
木
材
生
産
に
代
わ
る

「森
林
の
公
益
的
機
能
の
重
視
」
を
掲
げ
た
。
二
〇
〇

=
平

成

一
三
)
年
に
は
、
従
来
の
林
業
基
本
法
が

『森
林

・
林

業
基
本
法
』
に
改
正
さ
れ
、
新
た
な
基
本
理
念
と
し
て
「森

林
の
有
す
る
多
面
的
機
能

の
発
揮
」
と

「
林
業
の
持
続
的

か
つ
健
全
な
発
展
(持
続
的
林
業
経
営
)
」
が
掲
げ
ら
れ
た
。

上
記
の

「
公
益
的
機
能
」
は
木
材
生
産
を
除
き
、
「
多
面
的

機
能
」
は
木
材
生
産
機
能
を
含
む
が
、
両
者
と
も
に
土
砂

流
出
防
備
、
水
源
か
ん
養
な
ど
と
と
も
に

「
生
物
多
様
性

保
全
」
の
機
能
を
含
ん
で
い
る
。
こ
の
約

一
〇
年
間
に
、

我
が
国
の
森
林

・
林
業
政
策
は
、
森
林
を

「
木
材
生
産
の

場
」
と
し
て
の
み
扱
い
森
林
を
著
し
く
劣
化
さ
せ
て
き
た

過
去
の
反
省
に
基
づ
い
て
、
森
林
の

「
公
益
的
機
能

・
多

面
的
機
能
」
を
重
視
す
る
と
、
基
本
理
念
を
大
転
換
し
た

の
で
あ
る
。
新
た
な
基
本
理
念
に
基
づ
く
と
、
過
去
に
反

省
さ
れ
た
森
林
の
劣
化
は
、
現
在
で
は
、
林
業
の
場
と
し

て
だ
け
で
は
な
く
、
森
林
生
態
系
や
流
域
生
態
系
と
し
て

の
劣
化
や
国
土
保
全
機
能
な
ど
の
劣
化
、
生
物
多
様
性
保

全
機
能

の
劣
化

(種
の
絶
滅

・
減
少
、
生
育
地
破
壊
)
な

ど
を
含
む
、
多
面
的
な
機
能
劣
化
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。

し
か
し
、
国
有
林
の
実
態
は
、
北
海
道

の
現
状
を
見
る

限
り
、
今
な
お
、
実
質
的
に
は

「
木
材
生
産
」
の
た
め
の

森
林
施
業
が
進
行
し
て
お
り
、
そ
れ
以
外

の

「
公
益
的
機

能

・
多
面
的
機
能
」
は
重
視
さ
れ
ず
、
上
記
の
基
本
理
念

が
軽
視
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
私
た
ち
が
重
視
す
る
「
生

物
多
様
性
保
全
」
に
関
し
て
は
、
他
の
公
益
的
機
能

・
多

面
的
機
能

に
関
す
る
施
策
と
比
較
し
て
具
体
的
な
施
策
と

予
算
措
置
が
非
常
に
少
な

い
の
で
、
無
視
さ
れ
て
い
る
と

言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
本
稿
は
、
こ
の
結
論

に
至
る
根
拠

に
つ
い
て
、
生
物
多
様
性
の
う
ち
種
と
遺
伝
子
の
多
様
性

に
あ
た
る
北
海
道
の
維
管
束
植
物
に
関
す
る
事
実
、
ま
た

植
物
群
落
の
多
様
性
保
全
、
そ
れ
が
関
連
す
る
生
態
系

の

多
様
性
保
全
ま
た
は
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
に
当
た
る
種
々
の

公
益
的
機
能
の
維
持

・
保
全
に
つ
い
て
述
べ
、
そ
れ
ら
に

関
係
す
る
森
林
施
業
の
問
題
点
を
ま
と
め
る
。

な
お
、
こ
の
小
論
は
、
二
〇
〇
八
年
九
月
二
〇
日
、
日

本
の
森
と
自
然
を
守
る
全
国
連
絡
会

「第
二

一
回
日
本
の

森
と
自
然
を
守
る
全
国
集
会
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ

【国
有
林

問
題
」
に
お
け
る
北
海
道
自
然
保
護
協
会
の
報
告

(事
務

局
長
江
部
靖
雄
氏
)
と
、
二
〇
〇
九
年

一
月
三

一
日
、
林

業
経
済
学
会
研
究
会
B
o
x

[
国
有
林
野
事
業
の
現
状
と

行
政
改
革
の
行
方
」
に
お
け
る
筆
者
の
報
告
の
二
つ
に
加

筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

二

種
の
多
様
性
と
遺
伝
子
の
多
様
性
か
ら

見
た
北
海
道
の
維
管
束
植
物

(
一
)

北
海

道

レ

ッ
ド
デ

ー

タ
ブ

ッ
ク

に
掲
載

さ

れ

た

北
海

道

の
維
管

束
植

物

北
海
道

レ
ッ
ド
デ

ー
タ
ブ

ッ
ク

(R
D
B
と
略
す
。
北

海
道

二
〇
〇

一
)
に
よ
る
と
、
北
海
道
の
維
管
束
植
物

(シ

ダ

植
物
と
種

子
植
物
)
は
、
合
計

二
、
二
五
〇
種
、
亜
種

・

変
種

・
品
種

な
ど
の
種
内
変
異
を
含
む
総
計
二
、

八
七

一

分
類
群
が
数

え
ら
れ
、
そ

の
う
ち
R
D
B
掲
載
数

は
五

一

二
分
類
群

(約

一
七

・
八
%
)

に
及
ん
で
い
る

(表

1
)
。

こ
の
五

一
二
分
類
群

は
、
同
書

に
絶
滅

カ
テ
ゴ
リ
ー
別

の

内
訳
が
示
さ
れ
、
絶
滅
種

(E

x
)
三
分
類
群
、
絶
滅
危

機
種

(C

r
)

三
六
分
類
群
、
絶
滅
危
惧
種

(E

n
)

四

七
分
類
群
、
絶
滅
危
急
種

(
V

u
)

一
〇
九
分
類
群
、

そ

し

て
希
少
種

(R
)
三

一
六
分
類
群
と
集
計
さ
れ
て

い
る
。

本
稿

で
は
、

五

一
二
分
類
群

の
生
育
地
を
、
森
林
限
界
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を
超
え
た
高
山
帯
(高
山
と
表
示
、
以
下
同
様
)
、
森
林
限

界
に
達
し
な
い
超
塩
基
性
岩
地

(蛇
紋
)
、
石
灰
岩
地

(石

灰
)
、
そ
の
他
の
地
質
か
ら
な
る
崖
地
や
岩
礫
地

(崖
地
)
、

計

3

36

47

㎜

鵬

512

100.0)

表1北 海道レッドデータブック(北 海道2001)に 掲 載 された北海道の維管束植物数。

絶滅カテゴリー＼生育地 高山 蛇紋 石灰 崖地 湿原 森林 海岸 その他

絶滅種Ex

絶滅危機種Cr

絶滅危惧種En

絶滅危急種Vu

希少種R

0

6

5

15

84

0

2

7

9

18

0

3

2

!

8

0

7

6

14

28

1

8

11

37

65

2

8

10

24

86

0

0

4

10

16

0

2

3

2

8

計 110361455

(21.5)(7.0)(2.7)(10.8)

← 高 山 植 物215(42 .0%)→

1221303015

(23.8)(25.4)(5.9)(2.9)

泥
炭
湿
原
・沼
沢
湿
原

(湿
原
)
、
森
林
、
海
岸
お
よ
び
そ

の
他
か
ら
な
る
八
生
育
地
に
区
分
し
、
絶
滅
カ
テ
ゴ
リ
ー

と
生
育
地
区
分
を
合
わ
せ
て
新
た
な
集
計
を
試
み
た
。
こ

の
集
計
は
、
複
数
の
生
育
地
に
わ
た

っ
て
出
現
す
る
植
物

が
認
め
ら
れ
る
の
で
試
行
的
な
段
階
に
あ
る
。
絶
滅
危
惧

植
物
と
生
育
地
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
そ
の
ま
と
め

が
ま
だ
不
十
分
な
段
階
に
あ
る
の
で
、
絶
滅
危
惧
植
物
が

ど
の
生
育
地
、
ど
の
植
生
タ
イ
プ

・
植
物
群
落
に
出
現
す

る
の
か
、植
物
種
ご
と
に
網
羅
的
な
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
イ
(目

録
作
成
)
調
査
を
必
要
と
し
て
い
る
。

表
1
に
示
す
通
り
、
北
海
道
絶
滅
危
惧
植
物
五

一
二
分

類
群
の
う
ち
、
高
山
帯
、
超
塩
基
性
岩
地
、
石
灰
岩
地
お

よ
び
崖
地
に
出
現
す
る
植
物
は
、
合
計
二

一
五
分
類
群

(四

二

・
○
%
)
を
数
え
る
が
、
低
標
高
の
崖
地
に
限
ら
れ
る

数
種
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
氷
期
の
生
き
残
り
、
北
方
系

の

高
山
寒
地
植
物
で
あ
る
。
ま
た
、
湿
原
に
生
育
す
る
絶
滅

危
惧
植
物
は
、
合
計

一
二
二
分
類
群

(
二
三

・
八
%
)
と

か
な
り
多
く
、
主
に
泥
炭
湿
原

(高
層
湿
原
と
低
層
湿
原
)

に
生
育
す
る
北
方
系

の
高
山
寒
地
植
物
と
、
主
に
沼
沢
湿

原
に
生
育
す
る
南
方
系
の
温
帯
性
植
物
か
ら
な
る
。
さ
ら

に
、
海
岸

(海
崖
、
砂
丘
、
塩
沼
地
な
ど
)
と
そ
の
他

(草

原
、
噴
気
孔
原
な
ど
)
の
生
育
地
に
は
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
分

類
群

(五

・
九
%
)
と

一
五
分
類
群

(
二

・
九
%
)
が
数

え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
南
北
両
方
の
要
素
を
含
み
絶
対

数
が
少
な
い
。

他
方
、
森
林
に
生
育
す
る
絶
滅
危
惧
植
物
は
、
北
海
道

絶
滅
危
惧
植
物
の
中

で

一
三
〇
分
類
群

(
二
五

・
四
%
)

に
及
ぶ
。
そ
の
大
半
は
、
東
南
ア
ジ
ア

・
東
ア
ジ
ア

・
日

本

に
分
布
し
、
北
海
道
で
北
限
や
東
限
を
な
す
南
方
系

の

植
物
で
あ
り
、
残
る
分
類
群
が
東
北
ア
ジ
ア
・北
ア
ジ
ア
、

あ
る
い
は
東
ア
ジ
ア
地
域

に
広
く
分
布
し
、
国
内
で
は
北

海
道
に
限
ら
れ
る
か
本
州
以
南
も
含
ん
で
隔
離
分
布
を
示

す
北
方
系

の
植
物
で
あ
る
。

(
二
)
全
国
版
R
D
B
に
掲
載
さ
れ
た
北
海
道
の
維
管

束
植
物

我
が
国
の
維
管
束
植
物
を
対
象

に
し
た
全
国
版
R
D
B

(環
境
庁

二
〇
〇
〇
)
に
よ
る
と
、
日
本
産
野
生
維
管
束
植

物

(変
種
、
亜
種
を
含
む
約
七
、
○
○
○
分
類
群
)
の
う
ち
、

絶
滅

(E
X
)
二
五
分
類
群

・
野
生
絶
滅

(E
W
)
五
分

類
群

・
準
絶
滅
危
惧

(N
T
)

一
四
五
分
類
群

・
情
報
不

足

(D
D
)
五
二
分
類
群
を
除
い
て
、
合
計

一
、
六
六
五
分

類
群

(約

二
四
%
)
が
絶
滅
危
惧
種

(絶
滅
の
お
そ
れ
の

あ
る
種
)
に
集
計
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
全
国
版
R
D
B
に
掲
載
さ
れ
た
北
海
道
絶
滅
危
惧

植
物
は
、
筆
者
に
よ
る
別
途
の
確
認
を
含
ん
で
集
計
す
る

と
、
四
〇
二
分
類
群
に
及
び
、
そ
れ
ら
を
前
項

(
一
)
と

同
様
に
試
行
的
に
生
育
地
別
に
集
計
し
た
(表
2
)
。
こ
の

結
果
を
北
海
道
R
D
B

(表
1
)
と
比
較
す
る
と
、
高
山
、

超
塩
基
性
岩
地
、
石
灰
岩
地
お
よ
び
崖
地
の
絶
滅
危
惧
植

物
は
合
計

一
六
九
分
類
群

(四
二

・
二
%
)
と
な
り
、
海

岸
二
五
分
類
群

(六
・
二
%
)
、
そ
の
他

一
二
分
類
群

(三
・

○
%
)
と
と
も
に
、
北
海
道
R
D
B
と
相
対
値
が
ほ
ぼ
同

じ
で
あ
る
が
、
湿
原

一
一
四
分
類
群

(二
八

・
三
%
)
が

相
対
的
に
よ
り
多
く
、
逆
に
、
森
林
八
二
分
類
群
(
二
〇
・

四
%
)
が
よ
り
少
な
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
理
由
は
、
以
下
に
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
、
東
ア
ジ

ア
な
ど
南
方
か
ら
日
本
ま
で
分
布
し
、
あ
る
い
は
日
本
固

有
種
と
し
て
北
海
道
ま
で
分
布
す
る
温
帯
性
植
物
は
、
本

州
以
南
で
普
通
種
と
な
る
場
合
が
多

い
た
め
全
国
的
に
評

価
す
る
と
絶
滅
危
惧
植
物
に
掲
載
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、

こ
れ
ら
南
方
系
の
植
物
は
、
北
海
道

に
お
い
て
北
限
や
東

限
の
個
体
群
を
な
し
、
と
く
に
分
布
限
界
付
近
で
点
在
(隔

離
分
布
)
し
て
極
め
て
希
少
に
な
る
例
が
多

い
。
そ
の
事

例
は
、
次
項

(三
)
に
ま
と
め
る
。
他
方
、
全
国
版
R
D
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B
は
、
北
海
道
で
生
育

・
分
布
面
積
が
比
較
的
大
き
く
個

体
数
が
少
な
く
な
い
植
物
で
あ

っ
て
も
、
全
国
的
な
視
点

か
ら
国
内
で
北
海
道
に
限
ら
れ
る
植
物
を
高
く
評
価
し
、

計

1

96

皿

鵬

16

402

100.0)

表2環 境省 レッドデータブック(環 境庁2000)に 掲載 された北海道の維管束植物数。

絶滅カテゴリー＼生育地 高山 蛇紋 石灰 崖地 湿原 森林 海岸 その他

絶滅EX・ 野生絶滅EW

絶滅危惧IA類CR

絶滅 危惧IB類EN

絶滅 危惧II類VU

準絶滅危惧NT・ 情報不足DD

0

24

35

25

8

0

8

8

14

0

0

6

0

0

0

0

18

7

14

2

0

19

32

60

3

1

13

32

36

0

0

4

6

14

1

0

4

1

5

2

計

(%)

9230641

(22.9)(7.5)(1.5)(10.2)

← 高 山植 物169(42.0%)→

114822512

(28.3)(20.4)(6.2)(3.0)

逆

に
、
北
海
道
R
D
B
は
、
本
州
以
南
で
普
通
種
で
あ
ろ

う
と
も
、
北
海
道
に
お
い
て
面
積
と
個
体
数
の
両
面
か
ら

希
少
な
植
物
を
高
く
評
価
す
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
ち

な
み
に
、
温
帯
性
樹
種
ホ
オ
ノ
キ
は
、
全
国
で
も
北
海
道

で
も
普
通
種
で
あ
る
た
め
我
が
国
の
R
D
B
に
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
が
、

ロ
シ
ア
連
邦
で
は
南
千
島
の
国
後
島

(ホ

オ
ノ
キ
の
東
限
)
に
限
ら
れ
る
た
め
シ
マ
フ
ク
ロ
ウ
と
同

程
度

に
極
め
て
高
く
評
価
さ
れ
、
と
も
に
国
後
島
を
含
む

ロ
シ
ア
連
邦
国
立
自
然
保
護
区
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
に
使
わ
れ

て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
北
海
道
R
D
B
と
全
国
版
R
D
B
に
お
け

る
評
価
の
違
い
は
、
南
か
ら
北
方
を
観
る
視
点
と
北
か
ら

南
方
を
観
る
視
点
の
違

い
が
根
底

に
あ
り
、
北
海
道
R
D

B
は
北
か
ら
観
る
視
点
を
重
視
し
て
い
る
。
し
た
が

っ
て
、

北
海
道
の
森
林
に
出
現
す
る
絶
滅
危
惧
植
物
は
、
例
え
ば
、

全
国
版
R
D
B
の
八
二
分
類
群
に
従

っ
て
限
定
し
た
保
護

策
を
講
じ
る
と
、
北
海
道
R
D
B
に
掲
げ
ら
れ
た

=
二
〇

分
類
群
の
多
く
は
北
海
道
に
お
け
る

「地
域
絶
滅
」
に
つ

な
が
る
危
険
性
が
あ
る
。
北
海
道
の
生
物
多
様
性
を
維
持

す
る
た
め
に
は
、
全
国
版
R
D
B
と
北
海
道
R
D
B
を
両

輪
と
し
て
使
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
全
国
版
と
北
海
道
の

R
D
B
問
で
価
値
判
断
の
上
下
関
係
を
持
た
せ
る
こ
と
は

間
違
い
で
あ
る
。
別
の
見
方
を
す
る
と
、
分
布
限
界
に
お

け
る
植
物
は
、
個
体
数
が
少
な
く
点
在
す
る
場
合
が
多
く
、

同

一
種
で
あ
っ
た
と
し
て
も
地
域
個
体
群
あ
る
い
は
遺
伝

子
構
成
が
異
な
る
希
少
な
個
体
群
と
し
て
高
く
評
価

さ

れ
、
「種
の
多
様
性
」
で
は
な
く

「遺
伝
子
の
多
様
性
」
か

ら
重
視
さ
れ
う
る
。
北
海
道
R
D
B
の
特
色
は
こ
の
点
に

も
あ
る
。

さ
ら
に
言
及
す
る
な
ら
ば
、
北
海
道
は
都
府
県
に
比

べ

て
面
積
が
大
き
い
の
で
、
都
府
県
並
み
の
面
積
で
の
R
D

B
、
す
な
わ
ち
支
庁
R
D
B
を
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
う
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
対
象
面
積
に
お
け
る

絶
滅
カ
テ
ゴ
リ
ー
ラ
ン
ク
が
全
国
版
R
D
B
や
北
海
道
R

D
B
と
は
別
に
評
価
さ
れ
、
地
域
ご
と
の
生
物
多
様
性
の

特
徴
を
さ
ら
に
詳
細
に
維
持
す
る
具
体
策
に
つ
な
が
る
だ

ろ
う
。

(
三
)
北
海
道

の
森
林
に
出
現
す

る
絶
滅
危
惧
植
物

北
海
道
の
維
管
束
植
物
に
関
し
て
、
舘
脇
操

(
一
九
五

五
、
↓
讐
Φ
芝
鋤
貫

ら
昭
)
は
、
顕
著
な

「
フ
ロ
ラ

(植
物

相
)
の
滝
」
と
な
る
黒
松
内
低
地
帯
以
北
の
低
地

(標
高

約
五
〇
〇

m
以
下
)
で
は
、
フ
ロ
ラ
の
特
徴
と
し
て
、
冷

温
帯
性
樹
種
の
代
表
種
で
あ
る
ブ
ナ
を
欠
き
、
代
わ
り
に

ミ
ズ
ナ
ラ
、
シ
ナ
ノ
キ
、
エ
ゾ
イ
タ
ヤ
(イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
)

な
ど
が
優
勢
に
出
現
し
、
低
標
高
地
で
あ
り
な
が
ら
亜
寒

帯
性
針
葉
樹

の
ト
ド

マ
ッ
や

エ
ゾ

マ
ツ
が
混
在
す
る
こ

と
、
植
生
の
特
徴
と
し
て
は
、
ブ
ナ
を
欠
く
冷
温
帯
性
落

葉
広
葉
樹
林

(夏
緑
広
葉
樹
林
)
、
冷
温
帯
性
落
葉
広
葉
樹

と
亜
寒
帯
性
常
緑
針
葉
樹
か
ら
な
る
針
広
混
交
林
、
な
ら

び
に
亜
寒
帯
性
針
葉
樹
林
が
モ
ザ
イ
ク
的
に
併
存
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
フ
ロ
ラ
と
植
生
の
特
徴
は
、

「宮
部
線
」
以
西
の
南
千
島
、
「
シ
ュ
ミ
ッ
ト
線
」
以
南
の

南
サ
ハ
リ
ン
、
極
東
の
朝
鮮
半
島
北
部
、
中
国
東
北
部
(旧

満
州
)
、
ア
ム
ー
ル
、
ダ
ウ
リ
ア
を
含
む
地
域
ま
で
認
め
ら

れ
、
同
質
の
特
徴
が
中
欧
か
ら
北
欧
に
か
け
て
も
認
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
以
上
の
地
域
が
冷
温
帯

に
お
け
る
亜
寒

帯
と
の
移
行
帯
と
し
て

「
汎
針
広
混
交
林
帯
」
と
命
名
さ

れ
た

(図
1
)
。

北
海
道
の
フ
ロ
ラ
は
、
こ
の
よ
う
に
、
冷
温
帯
北
部
に

あ
っ
て
亜
寒
帯
と
の
移
行
帯

の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
南

方
系
の
温
帯
性
植
物
は
、
こ
の
移
行
帯
で
あ
る
北
海
道
の

途
中
に
お
い
て
分
布
の
北
限

・
東
限
に
達
す
る
場
合
が
少

な
く
な
い
。
渡
邊

・
大
木

(
一
九
六
〇
、
図
2
)
は
、
そ

の
分
布
型
と
し
て
ブ
ナ
型
(A
、
黒
松
内
低
地
帯
で
北
限
)、
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ブナ型

トチノキ型

ドクウツギ型

ク リ型

アカシデ型

タニウツギ型

A

B

C

D

E

F

図1汎 針 広 混 交 林 帯(舘 脇1955-1957:Tatewaki

1957)。A.汎 針 広混交林帯(移 行帯)、B.東 ア

ジアの温帯、C.シ ベ リアの亜寒帯、D.中 央ア

ジアの乾燥帯

北海道における温帯性樹種の分布限界 の型(渡 邊 ・大

木1960)。

図2

ト
チ

ノ
キ
型

(B
、
石
狩
低
地
帯

で
北
限
)
、
ド

ク
ウ
ツ
ギ

型

(C
、
石
狩
低
地
帯

を
超
え

て
日
本
海
側
を

北
上
し
て

北
限
)
、

ク
リ
型

(D
、
石
狩
低
地
帯
を
超
え

て
太
平
洋
側

を
東
進
し
旦

局
山
脈

で
東

限
)
、

ア
カ
シ
デ
型

(
E
、
ク
リ

型

に
続
き
十
勝
・根
釧
地
域

で
東
限
)、

お
よ
び

タ

ニ
ウ

ツ

ギ
型

(F
、
こ
の
型
は
C
と
D

・
E

の
中
間
型

)

の
六
型

を
命
名
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ

の
分
布
型

に
属
す

る
植
物
種

は

調
査
研
究

の
進
行

に
伴

っ
て
変
更
さ
れ
て
き
た

が

(例

え

ぼ

、
高
橋

二
〇
〇

一
)
、
上
記
六
型

の
傾
向

は
現

在

で
も
明

ら
か

で
あ
る
。
北
海
道

の
温
帯
性
植
物

は
、
上
記

以
外

に
、

北
海

道

の
ほ
ぼ
全
域
で
北
限

・
東
限

に
達

す
る
も

の
と
、

南
千

島

の
宮
部
線
で
東

限

に
達
す
る
も
の
、
あ

る

い
は
南

サ

ハ
リ

ン
の
シ

ュ
ミ

ッ
ト
線

で
北
限
と
な
る
も

の
が
認
め

ら
れ
る
。

他
方

、
北
方
系

の
植
物

に
関
し

て
は
、

サ

ハ
リ

ン
か
ら

オ
ホ
ー
ツ
ク
海

・
根
室
海
峡

側
を
根
釧
地
域
ま

で
分
布

す

る
カ
ラ
ク
サ
キ
ン
ポ
ウ
ゲ

型
や
カ
ム
チ

ャ
ッ
カ

・
千
島

か

ら
太
平

洋
側
を
襟
裳
岬
付

近
ま

で
分
布

す
る

コ

ハ
マ
ギ
ク

型
分
布

が
指
摘
さ
れ
て
き
た

(伊
藤

一
九
八

]
)
。
し
か
し

な
が

ら
、
森
林

に
生
育

す
る
北
方
系
植
物

は
、
道
央

(胆

振

・
石
狩

・
旦

局
)

か
ら
道

北
、
道
東

に
か
け

て
分
布

す

る
植
物

が
多
く
、
そ
れ
ら

の
分
布

限
界

に
達
す

る
型
は
細

分
さ

れ
て
い
な

い
。

北
海
道

に
お
け
る
絶
滅
危
惧
植
物

は
、
北
海
道

R
D
B

と
全
国
版
R
D
B
を
合

わ
せ
る
と
、
総
計
六
四

四
分
類
群

(
二
、
八
七

一
分
類
群

の
二
二

・
四
%
)

と
な
る

。
そ
の
う

ち
、
森
林

に
出
現
す
る
絶
滅
危
惧
植
物

は
、
北
海
道

R
D

B

に
よ

る

=
二
〇
分
類
群

と
全

国
版
R
D
B

に
よ
る
八
二

分
類
群
を
合
わ
せ
る
と

一
六
六
分
類
群

(六
四

四
分
類
群

の
二
五

・
八
%
)
に
ま

と
め
ら
れ
る

(表

3
)
。

そ

の
内

訳

は
、

ヒ

マ
ラ
ヤ
や
イ

ン
ド
、
あ

る

い
は
中
国
、
台
湾

、
朝

鮮
半

島

か
ら
日
本

に
か
け

て
広
分
布

す
る
、
あ

る

い
は
日

本

に
分
布
す
る
南
方
系

の
温
帯
性
植
物

一
〇
四
分
類
群

と
、
東
ア
ジ
ア
北
部
、
北
東
ア
ジ
ア
、

ユ
ー
ラ
シ
ア
、
ア

ジ
ア

・
北
米
、
さ
ら
に
周
北
極
地
域
の
い
ず
れ
か
に
広
く

分
布
す
る
北
方
系
の
植
物
六
二
分
類
群
か
ら
な
る
。
北
海

道
R
D
B
で
は
南
方
系
植
物
、
全
国
版
R
D
B
で
は
北
方

系
植
物
に
そ
れ
ぞ
れ
重
点
を
置

い
て
絶
滅
危
惧
植
物
が
選

ば
れ
て
い
る
が
、
北
海
道
の
森
林
植
物
を
全
体
的
に
見
る

と
、
南
方
系
植
物
の
多
さ
が
明
ら
か
で
あ
る
。

表
3
で
は
、
南
方
系
植
物

一
〇
四
分
類
群
に
つ
い
て
渡

邊

・
大
木

二

九
六
〇
)
に
よ
る
分
布
型
ご
と
に
列
記
し

た
。
ま
た
、
北
方
系
の
温
帯
北
部

・
亜
寒
帯
性
植
物
六
二

分
類
群
は
種
名
だ
け
を
列
記
し
た
が
、
そ
の
多
く
が
胆

振

・
石
狩

・
日
高
地
方
を
南
限
と
し
て
道
北
や
道
東
に
分

布
す
る
も
の
が
多
い
。
以
上
の

一
六
六
分
類
群

の
生
育
地

は
、
全
体
的
傾
向
と
し
て
は
、
南
方
系
植
物
が
山
地
帯
の

森
林
、
北
方
系
植
物
が
亜
高
山
帯
の
森
林
に
お
い
て
林
床

に
生
育
す
る
場
合
が
多
い
。

(
四
)
絶
滅
危
惧
植
物
が
生
じ
る
原
因

絶
滅
危
惧
植
物
の
減
少
原
因
は
、
全
国
版
R
D
B
に
お

い
て
分
析
さ
れ
て
い
る
(図
3
)
。
減
少
原
因
の
第

一
位
は

「園
芸
採
取
」
、
第
二
位

に
「
自
然
遷
移
」
、
第
三
位

に
「
森

林
伐
採
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
減
少
原
因
第

一
位
の
「
園

芸
採
取
」
は
、
北
海
道

の
絶
滅
危
惧
植
物
第

一
位
の
高
山

植
物

(表
1
～
2
、
高
山
帯

・
超
塩
基
性
岩
地

・
石
灰
岩

地

・
崖
地
の
出
現
植
物
)
と
符
合
す
る
。
北
海
道
で
は
、

各
種
法
令

に
よ
る
保
護
地
域
に
生
育
し
な
が
ら
、
そ
の
希

少
性
と
換
金
価
値
に
よ
る
不
法
な
園
芸
採
取
、
す
な
わ
ち

「盗
掘
」
の
影
響
を
被

っ
て
き
た
高
山
植
物
や
ラ
ン
科
植
物

が
多
い
。
ま
た
、
第
二
位

の
自
然
遷
移
は
、
主
に
、
本
州

以
南
の
里
山
に
お
い
て
薪
炭
林
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た

落
葉
広
葉
樹
林
が
放
置
さ
れ
常
緑
広
葉
樹
や
タ
ケ
類
が
侵

入
し
て
林
床
が
暗
く
な

っ
て
き
た
た
め
、
長
い
間
、
落
葉
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表3北 海道RDBと 全国版RDBに 掲載された北海道の森林に出現する維管束植物。

南 方 系 植 物(104)

ブ ナ 型(25):ク ラ マ ゴ ケ 、 イ ワ ガ ネ ソ ウ、 ミサ キ カ グ マ 、 オ オ ク ジ ャ ク シ ダ 、 ヒ ノ キ ア ス ナ ロ 、 ウ ス バ サ イ シ ン、 ク サ ボ タ ン 、

ヤ グル マ ソ ウ、 マ ル バ マ ンサ ク、 ケ ン ポ ナ シ、 キ ブ シ、 フ ナバ ラ ソ ウ 、 マ マ コ ナ 、 キ ッ コ ウハ グ マ 、 ホ ト トギ ス 、 コ ア ツ

モ リ ソ ウ、 イ イ ヌ マ ム カ ゴ 、 シ ョウ キ ラ ン 、 フ ガ ク ス ズ ム シ ソ ウ 、 エ ビ ネ 、 ナ ツ エ ビネ 、 オ ク シ リエ ビネ 、 シ ュ ン ラ ン、

マ イ サ ギ ソ ウ、 ホ テ イ ラ ン

トチ ノ キ型(25):ゲ ジ ゲ ジ シ ダ 、 イ ワハ リガ ネ ワ ラ ビ 、 サ ン リ ン ソ ウ、 ア オ ツ ヅ ラ フ ジ、 マ ツ ブ サ 、 ナ ガ ハ シ ス ミ レ、 キ ヅ タ 、

イ ワ カ ガ ミ、 オ オ イ ワ カ ガ ミ、 キ セ ワ タ 、 テ ン ニ ン ソ ウ 、 ミヤ マ マ マ コ ナ 、 ヒ メ ヨ ツ バ ム グ ラ 、 ホ タ ル ブ ク ロ、 キ タ サ サ

ガ ヤ 、 サ サ ガ ヤ 、 オ タ ル ス ゲ 、 コ タ ヌ キ ラ ン、 コ ウ ラ イ ワニ グ チ ソ ウ 、 ヤ マ ホ ト トギ ス 、 コ ジ マ エ ン レイ ソ ウ 、 ツ レ サ ギ

ソ ウ 、 ユ ウ シ ュ ン ラ ン、 ギ ボ ウ シ ラ ン 、 ヒメ ホ テ イ ラ ン

ドク ウ ツ ギ 型(3):イ カ リ ソ ウ 、 ヤ ブ コ ウ ジ ュ、 トケ ン ラ ン

ク リ型(8):ス ギ ラ ン、 ヤ マ ネ コ ノ メ ソ ウ 、 サ ク ラ ソ ウ 、 イ ヌ コ ウ ジ ュ、 イ トス ゲ 、 ヒ メ ア マ ナ 、 ヒ ナ チ ド リ、 ジ ンバ イ ソ ウ

ア カ シ デ型(15):メ ヤ ブ マ オ 、 エ ゾ ノ ジ ャニ ン ジ ン、 ワサ ビ、 モ ミジ バ シ ョウ マ 、 ノ ウ ル シ 、 ク ロ ビイ タ ヤ 、 カ イ ジ ン ドウ 、

ヤ マ ジ ソ 、 ゴ キ ヅ ル 、 ヒ ダ カ エ ン レ イ ソ ウ 、 トカ チ エ ン レ イ ソ ウ 、 ク マ ガ イ ソ ウ、 チ ャ ボ チ ド リ、 ツ リ シ ュ ス ラ ン 、 ヒ ロ

ハ ツ リ シ ュ ス ラ ン

タ ニ ウ ツ ギ 型(10):エ ゾエ ノ キ 、 エ ゾ ノ チ ャ ル メ ル ソ ウ、 マ ル ミノ ウ ル シ 、 テ イ ネ ニ ガ ク サ 、エ ゾニ ガ ク サ 、 キ ヨ ス ミウ ツ ボ 、

タ カ ネ マ ス ク サ 、 ハ ゴ ロモ ホ ト トギ ス 、 ク ゲ ヌ マ ラ ン 、 サ ル メ ンエ ビ ネ

全 道 分 布(12):フ ク ジ ュ ソ ウ、 ヤ マ シ ャ ク ヤ ク 、 エ ゾ サ ン ザ シ 、 ク リ ン ソ ウ 、 オ オ サ ク ラ ソ ウ 、 エ ゾ オ オ サ ク ラ ソ ウ、 カ タ ク

リ、 シ ラ オ イ エ ン レ イ ソ ウ 、 エ ゾ ギ ン ラ ン、 キ ン セ イ ラ ン 、 イ チ ヨ ウ ラ ン、 ミヤ マ チ ド リ

そ の 他(6):エ ゾ トウ ウ チ ソ ウ 、 チ ョ ウ セ ン キ ン ミズ ヒ キ 、 ヒダ カ ミ ツ バ ツ ツ ジ 、 ア ポ イ タ ヌ キ ラ ン、 シ ラ ス ゲ 、 カ ワ ユ エ ン

レ イ ソ ウ

北 方 系 植 物(62):タ カ ネ ハ ナ ワ ラ ビ 、 カ ラ フ トメ ン マ 、 イ ワ カ ゲ ワ ラ ビ 、 カ ラ フ ト ミヤ マ シ ダ 、 キ ミノ オ ン コ、 ケ シ ョ ウ ヤ ナ ギ 、

タ ラ イ カ ヤ ナ ギ 、 ヤ エ ガ ワ カ ンバ 、 ヒ ダ カ ヤ エ ガ ワ 、 タ チ ハ コ ベ 、 ク シ ロ ワチ ガ イ ソ ウ 、オ オ ハ コベ 、 オ ク エ ゾ サ イ シ ン、

エ ゾ キ ン ポ ウゲ 、 ウ ラ ホ ロ イ チ ゲ 、 キ タ ミフ ク ジ ュ ソ ウ 、 ハ ル カ ラ マ ツ 、 シ ラ ネ ア オ イ 、 ベ ニ バ ナ ヤ マ シ ャ ク ヤ ク、 ツ ル

キ ケ マ ン、 エ ゾ オ オ ケ マ ン、 マ ル バ チ ャル メ ル ソ ウ 、 トカ チ ス グ リ、 ク ロ ミ ノハ リス グ リ、 カ ラ フ トイ バ ラ 、 ク ロ ミサ ン

ザ シ、 ア ラ ゲ ア カ サ ンザ シ、 ヤ マ タ ニ タ デ 、 エ ダ ウ チ ア カ バ ナ 、 イ チ ゲ イ チ ヤ ク ソ ウ 、 エ ゾ ム ラ サ キ ツ ツ ジ 、 ホ ソバ ツル

リ ン ド ウ、 カ ラ フ トハ ナ シ ノ ブ 、 エ ゾ マ マ コ ナ 、 ヒ ロバ ガ マ ズ ミ、 チ シマ ヒ ョウ タ ン ボ ク 、 ネ ム ロ ブ シ ダ マ 、 エ ゾ ヒ ョウ

タ ン ボ ク 、 ベ ニ バ ナ ヒ ョ ウ タ ン ボ ク、 キ キ ョ ウ 、 コ モ チ ミ ミ コ ウ モ リ、 ミヤ マ ア キ ノ ノ ゲ シ 、 フ ォー リー ガ ヤ 、 タ チ イ チ

ゴ ツ ナ ギ 、 イ トヒ キ ス ゲ 、 ア カ ス ゲ 、 カ ラ フ トヒ ロ バ テ ン ナ ン シ ョ ウ 、 エ ゾ ヒメ ア マ ナ 、 ク ロユ リ、 ア ツ モ リ ソ ウ 、 カ モ

メ ラ ン、 ヒ ロ ハ ト ン ボ ソ ウ 、 カ キ ラ ン、 トラ キ チ ラ ン、 フ タ バ ラ ン、 タ カ ネ フ タ バ ラ ン 、 ミヤ マ フ タ バ ラ ン、 エ ゾ サ カ ネ

ラ ン 、 サ カ ネ ラ ン 、 ヒ メ ム ヨ ウ ラ ン 、 ア リ ドウ シ ラ ン 、 コ イ チ ヨ ウ ラ ン

合計 166*

*北 海 道の絶滅危惧植物 は、北海道RDBと 環 境省RDBを 合 わせると、総計644分 類群(北 海道全数の22.4%)を 数 えるが、そ

のうち、森林 に出現する植物は、北海道RDB(130分 類群、表1)と 環境省RDB(82分 類 群、表2)を 合わせ ると166分 類

群(絶 滅危惧植物の25.8%)に 及 ぶ。

広
葉
樹
林
に
生
育
し
て
き
た
植
物
が
絶
滅
に
向
か
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
示
す
が
、
北
海
道
で
は
そ
の
例
が
認
め
ら

れ
な
い
。

北
海
道
の
絶
滅
危
惧
植
物
の
う
ち
、
高
山
植
物
に
次
い

で
第
二
位
に
位
置
す
る
の
が
湿
原

の
植
物
で
あ
る

(表
1

～
2
)
。
そ
れ
を
図
3
の
減
少
原
因
と
照
合
す
る
と
、
「湿

地
開
発
」
と

「
池
沼
開
発
」、
さ
ら
に

「草
地
開
発

(森
林

伐
採
後
の
草
地
化
と
湿
原
の
草
地
化
を
含
む
)
」
を
合
わ
せ

た
湿
原
に
お
け
る
開
発
行
為
に
相
当
す
る
。
北
海
道

の
開

拓
は
、

一
〇
〇
年
余
り
の
短
期
間
に
湿
原
の
大
規
模
な
農

地
化
を
行

っ
て
き
た
た
め
、
湿
原
植
物
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
の
で
あ
る
。
上
記
の
湿
地
開
発
、
池
沼
開
発
、
草

減少要因

不明
その他
産地極限
帰化競合
火山噴火

自然遷移
管理放棄
動物食害
踏みつけ
薬用採取
園芸採取
農薬汚染
水質汚濁
ダム建設
道路工事
土地造成
スキー場
ゴルフ場

石灰採掘
草地開発
湿地開発
海岸開発
河川開発
池沼開発
森林伐採

0 50010001500200025003000350040004500

メッシュ数

図3絶 滅 危 惧 植 物 の 減 少 原 因(環 境 庁2000)。
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地
開
発
を
合
わ
せ
た

「湿
原
に
お
け
る
開
発
行
為
」
は
、

北
海
道
で
は
第
二
位
の
減
少
原
因
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
。

全
国
の
減
少
原
因
第
三
位
の
鞠森
林
伐
採
」

(図
3
)
は
、

北
海
道
絶
滅
危
惧
植
物
第
三
位
と
な
る
森
林

の
植
物

(表

1
～
2
)
と
符
合
す
る
。
北
海
道
開
発
に
お
い
て
湿
原
と

と
と
も
に
森
林
の
農
地
化
が
大
規
模
に
進
ん
だ
こ
と
、
ま

た
、
近
年
で
は
林
業
だ
け
で
は
な
く
ゴ
ル
フ
場

・
ス
キ
ー

場
な
ど
リ
ゾ
ー
ト
開
発
な
ど
に
よ

っ
て
森
林
伐
採
が
進
行

し
た
こ
と
が
森
林
植
物
の
大
き
な
減
少
原
因
に
挙
げ
ら
れ

る
。
(
五
)
絶
滅
危
惧
植
物

に
関
す

る
保
護
の
現
状

ま
ず
、
北
海
道
に
お
い
て
森
林
を
除
く
生
育
地
に
出
現

す
る
絶
滅
危
惧
植
物

に
つ
い
て
見
る
と
、
高
山
帯
、
超
塩

基
性
岩
地
、
石
灰
岩
地
お
よ
び
崖
地
の
植
物
は
、
多
く
が

国
有
林
の
範
囲
に
あ
る
が
、
別
途
、
自
然
公
園
法
、
自
然

環
境
保
全
法
、
文
化
財
保
護
法
な
ど
他
省
庁
の
各
種
法
令

に
よ
る
保
護
地
域
に
お
い
て
、
あ
る
い
は
国
有
林

の
保
護

林
の
中
で
保
護
さ
れ
る
場
合
が
多

い
。
上
記

の
生
育
地
は
、

国
有
林
に
あ

っ
て
も
森
林
植
生
で
な
い
こ
と
か
ら
森
林
施

業

・
森
林
伐
採
の
対
象
と
さ
れ
な
い
が
、
こ
れ
ら
保
護
地

域
の
絶
滅
危
惧
植
物
は
、
別
の
減
少
原
因
、
希
少
植
物
の

栽
培
や
販
売
を
目
的
と
し
た

「盗
掘

(園
芸
用
採
取
)
」
に

よ

っ
て
減
少
し
て
き
た
。

ま
た
、
湿
原
は
、
低
標
高
の
生
産
活
動
域
に
お
け
る
北

海
道
開
拓

・
農
地
開
発
に
よ

っ
て
そ
の
面
積
を
激
減
さ
せ

て
き
た
た
め
、
特
に
低
標
高
地
の
湿
原
で

「
生
育
地
の
消

失

・
破
壊
」
に
よ
っ
て
絶
滅
危
惧
植
物
が
生
じ
て
き
た
。

そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
国
立
公
園
に
組
み
入
れ
ら
れ

て
い
る
釧
路
湿
原
と
サ

ロ
ベ
ツ
湿
原
を
初
め
と
し
て
低
標

高
の
保
護
地
域
に
残
さ
れ
た
湿
原
は
重
要
で
あ
る
。
ま
た

国
有
林

に
多

い
亜
高
山
帯
以
上
の
湿
原
は
、
森
林
施
業
の

対
象
と
さ
れ
ず
に
保
護
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。他
方
、

海
岸
は
、
全
国
的
に
道
路
建
設
や
護
岸
工
事
な
ど
に
よ

っ

て
多
く
の
場
所
で
自
然
性
を
失

っ
て
い
る
が
、
北
海
道
東

部
に
お
い
て
保
護
地
域
が
い
く

つ
か
設
定
さ
れ
て
い
る
。

問
題
は
、
森
林

の
絶
滅
危
惧
植
物
の
保
護
に
と

っ
て
、

広
大
な
森
林
を
有
す
る
国
有
林
の
果
た
す
役
割
が
非
常
に

大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
保
護
体
制
が
非
常

に
脆
弱
で
あ
る
点
に
あ
る
。
国
有
林
で
は
、
他
省
庁
の
保

護
地
域

(自
然
公
園
、
文
化
財
な
ど
)
に
お
い
て
、
例
え

ば
、
国
立
公
園
に
お
い
て
、
高
山
帯
や
泥
炭
湿
原
な
ど
を

特
別
保
護
地
区
や
第

一
種
特
別
地
域
と
し
て
森
林
施
業
に

厳
し
い
制
限
を
設
け
て
い
る
が
、
第
二
種
特
別
地
域
、
第

三
種
特
別
地
域
、
そ
し
て
普
通
地
域
の
森
林
に
な
る
ほ
ど
、

森
林
施
業
に
対
す
る
制
限
を
緩
め
て
い
る
。
欧
米
の
研
究

者
を
大
雪
山
国
立
公
園
に
案
内
す
る
と
、
I
U
C
N

(国

際
自
然
保
護
連
合
)
が
規
定
す
る
国
立
公
園
は
保
護
を
目

的
に
す
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
が
、
何
故
、
国
立
公
園
で

林
業
が
行
わ
れ
る
の
か
、
何
故
、
ス
キ
ー
場
が
あ
る
の
か

な
ど
、
我
が
国
の
自
然
公
園
が
保
護
中
心
で
は
な
い
理
由

を
問
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
国
内
で
余
り
意
識
さ
れ
な
い
否

定
的
な
観
点
が
あ
る
が
、
日
本
で
は
、
国
立
公
園
で
あ

っ

て
も
、
林
業
の
可
能
な
場
が
広
く
確
保
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
森
林
で
は
、
森
林
施
業
に
よ

っ
て
危
険
に
直
面

す
る
絶
滅
危
惧
植
物
が
多
く
な

っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
他

方
、
国
有
林
の
保
護
林
制
度
は
、
森
林
の
絶
滅
危
惧
植
物

の
保
護
に
と

っ
て
十
分
な
実
効
性
を
持

っ
て
い
な
い
。
そ

の
詳
細
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

さ
て
、
森
林
施
業
に
よ
り
絶
滅

・
激
減
す
る
北
海
道
植

物
は

一
六
六
分
類
群
に
及
ぶ
が
、
そ
の
事
例
を
三

つ
の
原

因
に
整
理
し
て
紹
介
す
る
。

第

一
に
、
イ
チ
ゲ
イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
は
、
周
北
極
地
域
の

亜
寒
帯

・
亜
高
山
帯
に
広
分
布
し
、
常
緑
針
葉
樹
林
の
暗

い
林
床

に
生
育
し
、
国
内

で
は
北
海
道

に
限
ら
れ
る
。
同

種

に

つ
い
て
、
筆
者

は
ア
ル
プ

ス
(
ス
イ

ス
)
で
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
ト

ウ
ヒ
林

の
林
床
、
天
山
山
脈

(ジ

ュ
ン
ガ

ル
ス
キ
ー

ア
ラ
タ
ウ
、

カ
ザ

フ
ス
タ

ン
)

で
は
テ

ン
シ
ャ
ン
ト
ウ
ヒ

林

の
林
床

で
観
察
し
た
経
験
が
あ
る
。
北
海
道

に
お
け

る

同
種

の
確
認

は
、

二
〇
〇
〇
年

ま
で
筆
者
が
知

っ
て
き
た

国
有
林

の
常
緑
針
葉
樹
林

が
近
年
唯

一
の
生
育
地

で
あ

っ

た
。

し
か
し
、

こ
の
生
育
地

は
、

二
〇
〇

一
年

の
択
伐
と

二
〇
〇

四
年

の
台
風

に
よ
る
風
倒

に
よ

っ
て
壊
滅
的

に
破

壊

さ
れ
、
こ
の
地

の
同
種
は
絶
滅

し
て
し
ま

っ
た
。
最
近
、

同
種

は
、
別

の

一
ヶ
所

に
確
認
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
、

そ

こ
は
民
有
林

(ト
ド

マ
ッ
人
工
林

)
で
あ
る
た
め
、
同

種

の
生
育
地
が

い
つ
ま

で
維
持
さ
れ
る
か
は
保
障

さ
れ
て

い
な

い
。

森
林

の
絶
滅
危
惧
植
物

の
中

で
、
山
地
帯
ま
た
は
亜
高

山
帯

の
常
緑
針
葉
樹

林

に
お

い
て
暗

い
林
床

に
生
育
す
る

ス
ギ

ラ

ン
、

ク
ラ

マ
ゴ
ケ
、

マ
ル
バ
チ

ャ
ル
メ
ル
ソ
ウ
、

イ
チ
ゲ

イ
チ
ヤ
ク
ソ
ウ
、

コ
ア
ツ
モ
リ

ソ
ウ
、

ホ
テ
イ
ラ

ン
、

ヒ
メ
ホ
テ
イ
ラ
ン
、

イ
チ
ヨ
ウ
ラ

ン
、
ト
ラ
キ
チ
ラ

ン
、

エ
ゾ

サ
カ
ネ
ラ
ン
、

サ
カ
ネ
ラ

ン
、
ヒ
メ
ム

ヨ
ウ
ラ

ン
な
ど
は
、
イ
チ
ゲ
イ
チ

ヤ
ク
ソ
ウ
と
同
様

に
、
森
林
施

業

に
よ
る
林
床

の
光
変
化

に
よ

っ
て
容
易

に
絶
滅

し
て
し

ま
う
危
険
性
が
高

い
。

第

二

に
、

エ
ダ
ウ
チ
ア
カ
バ
ナ
は
、
東

ア
ジ

ア
地
域

に

広

く
分
布

す
る
が
、
国
内

で
は
北
海
道

に
の
み
知
ら
れ
、

流
水

辺
の
砂
礫
地

に
生
育

す
る
。
同
種
が
記
録

さ
れ
た
生

育
地

が
数

ヶ
所
知
ら
れ
て

い
た
の
で
、

こ
の

一
〇
余
年
間

に
、

す

べ
て
の
生
育
地

で
追
跡
調
査
を
繰

り
返
し
た
が
、

国
有
林

の

一
ヶ
所
に
の
み
生
育
が
確
認
さ
れ
て
い
た
。

と

こ
ろ
が
、

二
〇
〇

三
年
、
そ

の
唯

一
の
生
育
地
が
、
林
道

掘
削

に
よ

っ
て
土
砂

に
埋

め
ら
れ
て
し
ま

い
、
絶
滅

し
た
。

こ
の

エ
ダ

ウ
チ
ア
カ
バ
ナ

の
よ
う
に
、
林
内

の
渓
流

・
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流
水
沿

い
に
生
育

す
る

エ
ゾ

キ
ン
ポ
ウ
ゲ
、

エ
ゾ

オ
オ
ケ

マ
ン
、

エ
ゾ

ノ
ジ

ャ
ニ
ン
ジ

ン
、

ワ
サ
ビ
、

エ
ゾ

ノ
チ

ャ

ル
メ
ル
ソ
ウ
、

エ
ゾ

ト
ウ
ウ
チ

ソ
ウ
、

エ
ダ

ウ
チ

ア
カ

バ

ナ
、

ク
リ

ン
ソ
ウ
、

コ
タ
ヌ
キ
ラ
ン
、

ア
ポ
イ
タ

ヌ
キ
ラ

ン
な
ど
は
、
渓
流

・
流
水
沿

い
に
設
け
ら

れ
る
場
合
が
多

い
林
道
や
木
材
搬
出
路

(作
業
道
)
の
掘
削

・
土
砂

に
よ

る
埋
没

に
よ

っ
て
生
育
地
が
破
壊
さ
れ
る
。

第
三

に
、
古
木

・
大
径
木

の
樹
皮

に
着
生
す

る
植
物
、

フ
ガ
ク

ス
ズ
ム
シ
ソ
ウ
、
ヒ
ナ
チ
ド
リ
、
チ

ャ
ボ
チ
ド
リ
、

ツ
リ

シ

ュ
ス
ラ

ン
、

ヒ

ロ
ハ
ツ
リ

シ

ュ
ス
ラ
ン
な

ど
の
着

生

ラ
ン
や

シ
ダ
類

は
、
古
木

・大
径
木

の
伐
採

に
よ

っ
て
、

容
易

に
生
育
地

を
失

い
、
絶
滅

に
向
か

っ
て

い
る
。
始
末

の
悪

い
こ
と

に
、
林
業
上

で
は
、
木
材

と
し
て
役
立
た
な

い
古
木

・
大
径
木

は

「老
齢
過
熟
木
」
と
し
て
邪
魔
者
扱

い
を
受
け

て
お
り
、
森
林
施
業

で
は
支
障
木

と
し
て
伐
採

さ
れ
、
安
価
な
原
材
料

と
し
て
販
売
さ
れ
る
か
、
伐
採

さ

れ
た
場
所

に
放
置
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
点

は
、
希
少
種

ク

マ
ゲ

ラ
の
営
巣
木

・
採
餌
木

と
し
て
重
要
な
古
木

・
大
径

木
が
林
業
上
、
低
く
評
価

さ
れ
失

わ
れ

て
い
く
問
題
に
通

じ
る
。

三

植
物
群
落
と
生
態
系
の
多
様
性
か
ら
見

た
北
海
道
の
森
林

(
一
)
植
生

・
植
物
群
落

の
多
様
性

植
物
種
は
、

一
定

の
生
育
地
環
境
と
結
び

つ
い
て
生
育

す
る
が
、

一
種
だ
け
で
は
存
在
せ
ず
多
数
種
か
ら
な
る
集

団
、
植
物
群
落
を
構
成
し
て
生
育
し
て
い
る
。
森
林
は
、

林
冠
を
構
成
す
る
高
木
種
、
林
床
を
構
成
す
る
低
木
種
や

草
本
種
、
そ
し
て
生
長
過
程

の
高
木
種
の
若
木

・
稚
樹
、

さ
ら
に
は
地
表
面
の
蘇
苔
地
衣
類
、
土
壌
中
の
菌
類
や
細

菌
類
な
ど
が
共
存
す
る
植
物
群
落
で
あ
る
。
例
え
ば
、
常

緑
針
葉
樹
林
で
は
高
木
種
が
暗

い
林
床
を
形
成
し
、
そ
の

被
陰
さ
れ
た
林
床
で
生
育
で
き
る
低
木
種
や
草
本
種
が
出

現
し
、
ま
た
有
機
酸
に
富
む
針
葉
樹
落
葉
に
よ
っ
て
形
成

さ
れ
る
酸
性
土
壌
に
生
育
で
き
る
植
物
が
出
現
す
る
。
植

物
群
落
で
は
、
こ
の
よ
う
な
植
物
種
同
士
の
共
存
関
係
が

認
め
ら
れ
る
。

一
方
、
同
じ
階
層

の
中

で
、
例
え
ば
、
常

緑
針
葉
樹
で
あ
る
ト
ド
マ
ツ
、

エ
ゾ

マ
ツ
あ
る
い
は
ア
カ

エ
ゾ

マ
ツ
は
、
生
長
過
程
か
ら
寿
命
を
全
う
す
る
ま
で
光

や
栄
養
を
求
め
る
種
間
競
争
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
植
物

群
落
を
構
成
す
る
種
々
の
植
物
種
は
、
植
物
群
落
が
成
立

す
る
立
地
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
育
地
環
境
を
選
び
、

植
物
種
の
種
間
関
係
を
持

っ
て
生
育
し
て
い
る
。

多
様
な
立
地
環
境
に
成
立
す
る
植
物
群
落
を
網
羅
し
て

保
護
す
る
こ
と
は
、
お
お
む
ね
、
多
様
な
生
育
地
環
境
に

生
育
す
る
多
数
の
植
物
種
を
網
羅
的
に
保
護
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
。
し
た
が

っ
て
、
北
海
道

の
維
管
束
植
物
に
関

す
る
生
物
多
様
性
保
全
を
考
え
る
と
、
植
物
種
ご
と
に
分

布
地

・
生
育
地
を
詳
細
に
把
握
し
て
保
護
策
を
講
じ
る
と

と
も
に
、
植
物
群
落
と
し
て
各
種

の
森
林
タ
イ
プ
を
網
羅

的
に
保
全
す
る
こ
と
が
包
括
的
で
よ
り
容
易
な
保
全
策
に

な
る
。

(
二
)
北
海
道
の
森
林
植
生

北
海
道

の
森
林
植
生
は
、
植
生
生
態
学
的
に
見
る
と
立

地
と
構
成
種
が
異
な
る
種
々
の
森
林
タ
イ
プ
(植
物
群
落
)

か
ら
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
人
為
の
影
響
度
合
い
に
応
じ
た

変
化
を
示
し
て
い
る
。
北
海
道
の
森
林
は
立
地
環
境
と
の

関
係
に
応
じ
て
、
①
温
度
変
化
に
応
じ
た
垂
直
的

・
水
平

的
な
気
候
分
布
、
②
地
形

・
土
壌
水
分
の
変
化
に
応
じ
た

地
形
分
布
、
③
蛇
紋
岩

・
か
ん
ら
ん
岩

・
石
灰
岩

・
流
紋

岩
な
ど
地
質
や
土
壌
型
の
変
化
に
応
じ
た
地
質
分
布
を
示

し
、
さ
ら
に
④
人
為
要
因
の
影
響
度
合

い

・
自
然
性
に
応

じ
て
、
自
然
植
生

(原
生
林

・
自
然
林

・
天
然
林
)
、
二
次

植
生

(二
次
林
)
、
そ
し
て
人
為
植
生

(人
工
林
)
に
区
分

さ
れ
て
い
る
。

(
二

・
一
)
森
林
の
自
然
性
に
関
連
し
た
北
海
道
の
二
次

林
と
人
工
林

以
上
の
う
ち
、
自
然
性
と
気
候
分
布
に
関
わ
る
北
海
道

の
森
林
を
概
略
的
に
表
4
に
示
す
。
現
実
に
あ
る
植
生
は
、

現
存
植
生
と
呼
ば
れ
、
自
然
植
生
だ
け
で
は
な
く
、
人
為

の
影
響
を
被

っ
た
二
次
植
生
や
人
為
植
生
を
含
む
。
自
然

植
生
は
、
全
く
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
人
為
要
因
が
及
ば

な
い
植
生
で
あ
り
、
森
林
と
し
て
は
原
始
林
や
原
生
林
(全

く
人
為
の
影
響
が
な
い
森
林
)
、
自
然
林
や
天
然
林
(多
少

表4植 生生態学における自然性による森林区分と北海道における主な森林タイプ。

自然性による森林区分 北海道における主な森林タイプ

(自然植生)

①原生林 ・原始林

②自然林(天 然林)

(二次植生)

③二次林(半 自然林)

(人為植生)

④人工林

↑

亜高山帯ダケカンバ林

標 亜高山帯針葉樹林(エ ゾマツ ・トドマツ林 など)
山地帯針広混交林(ミ ズナラ ・トドマツ林 など)

山地帯落葉広葉樹林(ミ ズナラ林、 シナノキーイ

高 タヤカエデ林
、カツラ林、道南のブナ林な ど)

山地帯針葉樹林(道 南や日高南部のキタゴヨウ林

・ とヒノキアスナロ林など)

陽樹一斉林(亜 高山帯のダケカンバ、山地帯の シ人

ラカンバ、ウダイカンバ、 ドロノキなど)

萌芽再生林(山 地帯の ミズナラ、 コナラ、カシワ)

為

トドマツ、アカエゾマツ、ヤチダモなどの在来種、

↓ カラマツ、ス トローブマツなど外来種の植林
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と
も
人
為

の
影
響
が
加

え
ら
れ
た
が
、
自
然

の
姿
が
良
好

に
残

さ
れ
た
森
林

)
を
含

む
。

そ
れ
に
対
し

て
、

二
次
植

生

は
、
な
ん
ら
か

の
人
為

に
よ
る
障
害

に
よ

っ
て
生
じ
た

植
物
群
落
、
ま
た
は
自
然
植
生
が
人
為

に
よ

っ
て
取
り
除

か
れ
た
後

に
自
然

に
生

じ
た
植
物
群
落
を
意
味
す
る
。

そ

の
う

ち
、

二
次
林

は
、

一
般

に
は
、
伐
採
、
山
火
、

風
倒

な
ど

に
よ
り
自
然
林

な
ど
が
破
壊

さ
れ
た
後

に
自
然

に
成

立
し
た
森
林

を
言

い
、
必
ず
し
も
人
為
が
関
与

し
な

い
。

北
海
道

の
二
次
林

に
は
、

カ
バ
ノ
キ
科
カ

ン
パ
属

(シ

ラ

カ
ン
バ
、
ウ
ダ

イ
カ
ン
バ
、
ダ

ケ

カ
ン
バ
)

や
ヤ
ナ
ギ

科

ハ
コ
ヤ
ナ
ギ
属

(ヤ

マ
ナ

ラ
シ
、

エ
ゾ

ヤ

マ
ナ
ラ
シ
、

ド

ロ
ノ
キ
)
の
よ
う
な
陽
樹
が
伐
採
跡
地
、
山
火
跡
地
、

耕

作
放
棄
地

な
ど

の
空
き
地

に
侵
入
し
て
形
成

さ
れ
た
再

生

林

・
一
斉
林
が

一
般
的

で
あ
り
、
薪
炭
林

と
し

て
定
期

的

に
伐
採

さ
れ
て
き
た
ブ
ナ
科

カ

シ
属

コ
ナ
ラ
亜
属

(
ミ

ズ

ナ
ラ
、

コ
ナ
ラ
、

カ
シ
ワ
)

の
萌
芽
再
生
林
も
含
ま
れ

る
。
し
た
が

っ
て
、
山
地
帯

で
は
人
里
に
近

い
ほ
ど

シ
ラ

カ

ン
バ
、

ウ
ダ
イ
カ

ン
バ
、

ミ
ズ

ナ
ラ
、

コ
ナ
ラ
、
あ
る

い
は
カ
シ
ワ
が
優
占
す
る
二
次
林

が
多
く
、
亜
高

山
帯

で

は
ダ

ケ
カ
ン
バ
や
ド

ロ
ノ
キ
が
優
占

す
る
二
次
林

が
認

め

ら

れ
る
。
上
記

の
う
ち
、

コ
ナ
ラ
亜
属

の
萌
芽
再
生
林

に

つ
い
て
は
、
伐
採
後

に
相
当

の
時
間
が
経
過
し
て
種
類
構

成

・
樹
高
な
ど
が
自
然
林

と
変
わ
ら
な

い
場
合
、
あ

る

い

は
極

め
て
自

然
林

に
近

い
場
合
が
あ
り
、
二
次
林

と
自
然

林

の
区
別
が
判
然

と
し
な
い
状
況
も
あ
る
。
他
方

で
、
陽

樹

一
斉
林
は
、
明
ら
か
な

二
次
林

で
あ
る
。

北
海
道

の
人
工
林

(人
為
植
生
)

に
は
、
国
内
外

か
ら

の
外
来
種

(カ
ラ

マ
ッ
、

ス
ト

ロ
ー
ブ

マ
ツ
、

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
ト
ウ

ヒ
な
ど
)

に
よ
る
人
工
林

が
多

い
。
在
来
樹
種

に

よ
る
人
工
林

と
し
て
は
、
北
海
道

に
お

い
て
山
地
帯
か
ら

亜
高
山
帯

に
か
け
て
木
材
用
途

に
設
け
ら
れ
た
ト
ド

マ
ツ

人
工
林

と
ア
カ

エ
ゾ

マ
ッ
人
工
林

、
そ
し
て
山
地
帯

で

の

木
材

用
途
あ

る
い
は
防
風
林
と
し
て
設

け
ら

れ
た
ヤ
チ
ダ

モ
人
工
林
が

一
般
的
で
あ

る
。

(
二

・
二
)
北
海
道

の
山
地
帯

に

お
け
る
自

然
林
宮
脇
昭
編

(
一
九
八
八
)
『
日
本
植
生
誌
北

海
道
』

は
、
北
海
道

の
森
林

タ
イ
プ
を
詳
述

し
て
い
る
(表
5
)
。
そ

こ
で
は
、
山
地
帯

(ブ

ナ
ク
ラ

ス
域
)
と
亜
高
山
帯

(
ト
ウ

ヒ
ー

コ

ケ
モ
モ
ク
ラ

ス
域
)

の
大
区
分
が
垂
直

分
布

帯

に
対
応

し
た
植
生

の
気
候
分
布
を
示
し
て

い
る
。
前
者

の
代
表
的
な
森
林
タ
イ
プ

(気

候
的
極
相
)
は
、
道
南

の
夏
緑
広
葉
樹
林

(ブ

ナ
林
)
と
、
黒
松
内
低
地
帯

以
北

の
針
葉
樹

・

広

葉
樹
混
生
林

(ト
ド

マ
ツ
ー
ミ
ズ

ナ
ラ
林
)

で
あ
る
。

こ
れ
ら

に
対
し

て
、
植
生

の
中
区

分
と
さ
れ
る
、
渓
谷

・
渓
畔
林

(カ
ツ
ラ
林

と
サ
ワ
グ

ル
ミ
ー
ト
チ
ノ
キ
林
)
、
湿
生
林

・

湿
地
林

(
ハ
ル

ニ
レ
林
、

ヤ
チ
ダ

モ
林
、

ハ

ン

ノ
キ
ー

ヤ
チ
ダ

モ
林

お
よ
び

ハ
ン

ノ
キ

林
)
、
海
岸
風
衝
林

(
エ
ゾ

イ
タ
ヤ
海
岸
林
)
、

河
辺
林

(
エ
ゾ

ノ
キ
ヌ
ヤ
ナ
ギ
ー
オ
ノ

エ
ヤ

ナ
ギ
林
、

ケ
シ

ョ
ウ
ヤ
ナ
ギ
林
、
タ
チ
ヤ
ナ

ギ
ー

エ
ゾ

ノ
カ
ワ
ヤ
ナ
ギ
林

お
よ
び
ネ

コ
ヤ

ナ
ギ
林
)
、
先
駆
性
低

木
林

(タ

ニ
ウ

ツ
ギ

ー
ヒ
メ
ヤ
シ
ャ
ブ

シ
低

木
林

)、
海
岸
風
衝
低

木
林

(カ
シ
ワ
林
)
、
お
よ
び
海
岸
砂
丘
綾
性

生
低
木
植
物
群
落

(
ハ
マ
ナ

ス
低
木
林
)
は
、

気

候
的
極

相

に
対

す

る
土

地
的

極
相

で
あ

り
、
植
生

の
地
形
分
布

に
当

た
る
。

カ
ツ
ラ
林

と
サ
ワ
グ

ル
ミ
ー
ト
チ
ノ
キ
林

は
そ
れ
ぞ
れ
、

黒
松
内
低
地
帯
以
北

と
そ
れ

以
南

の
渓
谷

・
渓
畔
林

で
あ

る
。

ハ
ル

ニ
レ

表5宮 脇 昭編(1988)『 日本植生誌北海道』 に記述された北海道の森林タイプ。

A.ブ ナクラス域;山 地帯

1)自 然植生

(1)夏 緑 広葉樹林:チ シマザサーブナ群集

(2)針 葉 樹・広葉樹混生林(ト ドマツーミズナラ林):サ ワシバー ミズナラ群集、 ツル シキミーミズナラ群集、 トドマツーミ

ズナラ群集、アサダーミズナラ群集、オ シダー トドマツ群集、およびコヨウラクツツジーミズナラ群落

(3)渓 谷 ・渓畔林:オ ヒョウーカツラ群集 とヤマタイミンガサーサ ワグル ミ群集

(4)湿 生林 ・湿地林:ハ シドイーヤチダモ群集、 ミヤマベニシダーヤチダモ群集、ハンノキーヤチダモ群集、お よびナガバ
ツメクサーハ ンノキ群集

(5)海 岸風衝林:エ ゾイタヤーシナノキ群集

(6)河 辺林:エ ゾノキヌヤナギーオノエヤナギ群集、ケショウヤナギ群落、タチヤナギ群集、およびネコヤナギ群集

(7)先 駆性低木林:タ ニウツギーヤマハンノキ群集

(8)海 岸風衝低木林:シ ョウジ ョウスゲーカシワ群落、ハナゴケーカシワ群落、オオクマザサーカシワ群集、エゾノヨロイ

グサーカシワ群集、およびチマキザサーカシワ群落

(9)海 岸 砂丘綾性生低木植物群落:ハ マナスーハイネズ群集 とヤマブドウーハマナス群集

2)二 次植生

(10)夏 緑 広葉樹二次林:ヤ マツツジーミズナラ群落、 シラカンバー ミズナラ群落、およびウダイカンバ群落

B.ト ウヒーコケモモクラス域;亜 高山帯 の自然植生

⑪ 亜高山性針葉樹林:ア カエ ゾマツ群集 とエゾマツー トドマツ群集

(12)亜 高 山性針葉低木林:コ ケモモーハイマツ群集 とイソツツジーハイマツ群集

(13)亜 高 山性夏緑低木群落:エ ゾノレイジンソウーウコンウツギ群集、ウコンウツギーダケカンバ群集、 トドマツーダケカ
ンバ群落、およびシラタマノキークロウスゴ群集

(1の 亜高山帯渓畔林:オ オバヤナギー ドロノキ群集
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林
、

ヤ
チ
ダ

モ
林
、

ハ
ン
ノ
キ
ー
ヤ
チ
ダ

モ
林

お
よ
び

ハ

ン
ノ
キ
林

は
、
記
述

の
順
序

で
、
沖
積
地
に
お
い
て
土
壌

水
分
が
適
湿

か
ら
過
湿

に
増
加
す
る
、
ま
た
湿
性
褐
色
森

林
土

か
ら
グ
ラ
イ
土

に
移
行
す
る
環
境

の
変
化

(環
境
傾

度
)
に
応
じ

て
成
立

す
る
。
河
辺
林

に

つ
い
て
は
、
ま
ず

、

ケ
シ

ョ
ウ
ヤ
ナ
ギ
林
が
特
記
さ
れ
、
十
勝

・
北
見
地
方

の

河
川
中
流
域

に
隔
離
分
布
す
る
点

で
特

記
さ
れ
る
。
ネ

コ

ヤ
ナ
ギ
林
も
上
流
域

の
流
水
沿

い
に
成

立
し
、
稀

に
認
め

ら
れ

る
。

こ
れ
ら
に
対
し

て
、

エ
ゾ

ノ
キ
ヌ
ヤ
ナ
ギ
ー
オ

ノ

エ
ヤ
ナ
ギ
林

は
上
流
域

か
ら
下
流
域
ま
で
優
勢

に
認
め

ら
れ
、
上
流
域

の
ネ

コ
ヤ
ナ
ギ
林
と
下
流
域

の
泥
質
土
壌

地

に
限
ら
れ
る
タ
チ
ヤ
ナ
ギ
ー

エ
ゾ

ノ
カ
ワ
ヤ
ナ
ギ
林
が

と
も

に
流
水
側
に
成
立
す
る

の
に
対
し

て
、
陸
側

の
相
対

的

に
安
定
し
た
立
地

に
成
立
す

る
。
さ
ら

に
、

エ
ゾ

ノ
キ

ヌ
ヤ
ナ
ギ
ー
オ
ノ

エ
ヤ
ナ
ギ
林

は
、
上
流
域

に
な
る
ほ
ど
、

エ
ゾ

ノ
キ
ヌ
ヤ
ナ
ギ

を
減
少
さ

せ
、

オ
ノ

エ
ヤ
ナ
ギ
単
独

の
優
占
林
と
な
る
場
合
が
多

い
。
以
上

の
河
辺
林

の
立
地

で
は
、
上
流

か
ら
下
流

に
か
け

て
高

ま
る
水
温
、
角
礫

か

ら
円
礫
、
細
砂
、
泥

へ
と
変
化

す
る
基
質

の
違

い
、

そ
し

て
流
路

か
ら

の
距
離

に
応
じ
た
増
水

に
よ
る
撹
乱
頻
度

や

土
壌
水
分

の
違

い
な
ど
が
影
響
し

て

い
る
。
北
海
道

の
ヤ

ナ
ギ
林

に
関
す
る
生
態
学
的
研
究

は
、
石
川

(一ω
三
惹

名
P

H
り
。c
ω
篇
㊤
。。
刈
)
が
詳

し
く
、
上
流

か
ら
下
流

に
か
け
て
の
ヤ

ナ
ギ
科
植
物

の
樹
種

な
ら
び

に
森
林

の
交
代
を
明
ら
か
に

し

て
い
る
。

な

お
、
河
畔
林
は
、

一
般

に
、
渓
谷

・
渓
畔
林
、
湿
生

林

・
湿
地
林
そ
し
て
河
辺
林
を
合

わ
せ
た
意
味

で
漠
然

と

使
用

さ
れ

る
場
合
が
多

い
。

そ
の
た
め
、
河
畔
林

の
保
全

管
理
対
策

に
お
い
て
は
、
植
生

の
区
分

と
そ
れ
ぞ
れ

の
立

地

に

つ
い
て
、
内
容

を
吟
味

し
た
緻
密

な
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ

る
。

先
駆
性
低
木
林

(タ

ニ
ウ
ツ
ギ

ー
ヒ
メ
ヤ
シ
ャ
ブ

シ
低

木
林
)
は
、
お
も
に
道
北

お
よ
び
夕
張
山
系
を

含

ん
で
日

本
海
側
多
雪
山
地

に
お
け
る
山
地
帯
か
ら
亜
高

山
帯

に
か

け
て
の
崩
壊
地

に
成
立

し
て
お
り
、
こ
れ
も
地

形
分
布

の

一
例

で
あ
る
。
さ
ら

に
、
海
岸
風
衝
林

(
エ
ゾ

イ
タ
ヤ
海

岸
林
)
、
海
岸
風
衝
低
木
林

(カ
シ
ワ
林
)
、

お

よ
び
海
岸

砂
丘
綾
性
生
低
木
植
物
群
落

(
ハ
マ
ナ

ス
低
木

林
)

は
、

海
岸

に
お
け
る
塩
風

・
飛
砂

な
ど
の
影
響

に
耐

え
る
こ
と

が
で
き
る
植
物
か
ら
構
成

さ
れ
て
お
り
、

そ
れ

ら

の
影
響

が
弱

ま
る
傾
度

に
沿

っ
て

ハ
マ
ナ
ス
低
木
林
、

カ

シ
ワ
低

木
林
、

カ
シ
ワ
高
木
林

あ
る

い
は

エ
ゾ

イ
タ
ヤ
高

木
林

の

配
列

が
認

め
ら
れ
る
。

カ

シ
ワ
高
木
林
と

エ
ゾ

イ
タ
ヤ
高

木
林

か
ら
な

る
海
岸
林

に

つ
い
て
は
、
長
谷
川

(
一
九
八

四
)

に
よ
る
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
海
岸
植
生

は
、
砂
丘

な
ど

の
地
形
要
因

に
、
塩
風

・
塩
水

な
ど

の
地

質
要
因
が

複
合
し
た
影
響
が
認
め
ら
れ

る
。

と

こ
ろ
で
、
黒
松
内
低
地
帯
以
北
の
山
地
帯

植
生
を
代

表
す
る
針
葉
樹

・
広
葉
樹
混
生
林

(ト
ド

マ
ツ
ー

ミ
ズ

ナ

ラ
林
)

の
各
群
落
問

で
も
、
植
生

の
地
形
分
布

、
あ

る

い

は
地
質
分
布
が
知
ら

れ
て

い
る
。
太
平
洋
側

・
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
側

に
分
布

す
る
サ
ワ
シ
バ
ー

ミ
ズ
ナ
ラ
群

集

と
日
本

海
側

に
分
布
す
る
ツ

ル
シ
キ
ミ
ー

ミ
ズ
ナ
ラ
群

集
、

そ
し

て
全
域

に
分
布

す
る
ト
ド

マ
ツ
ー

ミ
ズ
ナ
ラ
群

集

は
、

い

ず

れ
も
乾
湿
が
中
間
的

な
立
地

に
成
立
し
、
ア

サ
ダ

ー
ミ

ズ

ナ
ラ
群
集
が
湿
性
的
立
地

、
逆

に
、
オ

シ
ダ

ー
ト
ド

マ

ツ
群
集
が
尾

根
や

山
腹
斜

面

の
乾
性

的
立
地

に
成
立

す

る
。

ち
な

み
に
、
山
地
帯

に
お
け
る
ト
ド

マ
ツ
あ
る

い
は

エ
ゾ

マ
ツ
、
す
な
わ
ち
亜
寒
帯
性
針
葉
樹
は
、

尾
根
筋
な

ど
乾
性
的
立
地

に
お
い
て
優
勢

に
出

現
す

る
。

な

お
、
硫

気

孔
周
辺

に
成
立
す
る

コ
ヨ
ウ
ラ
ク
ツ
ツ
ジ
ー

ミ
ズ

ナ
ラ

群
落
は
、
硫
気
孔
周
辺

の
強
酸
性
土
壌
上

に
成

立

し
、
植

生

の
地
質
分
布

の
例
と
な

る
。

黒
松
内
低
地
帯
以
南

の
山
地
帯

に
お
け
る
ヒ

ノ
キ
ア
ス

ナ
ロ
林
は
、
古
生
代
や
中
生
代
の
比
較
的
堅
い
地
質
か
ら

な
る
急
傾
斜
地
に
成
立
す
る
。
ま
た
、
キ
タ
ゴ
ヨ
ウ
林
は
、

黒
松
内
低
地
帯
以
南
と
日
高
南
部
に
隔
離
分
布
し
、
主
に

尾
根
筋
に
成
立
す
る
が
、
後
者
の
日
高
南
部
で
は
か
ん
ら

ん
岩
地
と
結
び

つ
い
て
比
較
的
広
く
発
達
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
分
布
で
は
、
地
形
分
布
と
と
も
に
地
質
分
布
も
認

め
ら
れ
る
。

(
二

・
三
)
北
海
道
の
亜
高
山
帯
に
お
け
る
自
然
林

亜
高
山
帯

(ト
ウ
ヒ
ー
コ
ケ
モ
モ
ク
ラ
ス
域
)
の
中
区

分
で
あ
る
亜
高
山
帯
渓
畔
林

(オ
オ
バ
ヤ
ナ
ギ
ー
ド
ロ
ノ

キ
林
)
も
ま
た
、
気
候
的
極
相
で
あ
る
常
緑
針
葉
樹
林
に

対
す
る
地
形
分
布
を
示
し
て
い
る
。
日
高
山
系
で
は
札
内

川
上
流
域
な
ど
、
大
雪
山
系
で
は
石
狩
川
や
十
勝
川
の
上

流
域

・
源
流
域
に
お
い
て
、
斜
面
の
エ
ゾ

マ
ツ
ー
ト
ド
マ

ツ
林
と
渓
畔
の
オ
オ
バ
ヤ
ナ
ギ
ー
ド

ロ
ノ
キ
林
の
問
で
、

河
岸
段
丘
の
新
旧
の
程
度
に
対
応
し
て
、
両
者
の
樹
種
が

次
第
に
混
生
程
度
を
変
え
て
移
行
す
る
遷
移
相

(例
え
ば
、

オ
オ
バ
ヤ
ナ
ギ
ー

エ
ゾ

マ
ツ
林
)
が
認
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
林

(ウ
コ
ン
ウ
ツ
ギ
ー
ダ
ケ
カ
ン

バ
群
集
)
は
、
種
類
組
成
か
ら
亜
高
山
性
夏
緑
低
木
群
落

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
相
観

(植
物
群
落
の
概
観
)

は
高
木
林
を
呈
し
、
森
林
限
界

(高
木
林
限
界
)
を
形
成

し
て
ハ
イ
マ
ツ
低
木
林
と
隣
接
す
る
場
合
が
多
い
。
北
海

道
の
垂
直
分
布
帯
を
詳
細
に
見
る
と
、
エ
ゾ

マ
ツ
ー
ト
ド

マ
ッ
林
が
森
林
限
界
を
形
成
し
て
、
直
接

ハ
イ
マ
ッ
低
木

林
に
交
代
す
る
場
合
も
認
め
ら
れ
る
が
、
多
く
の
場
合
、

亜
高
山
帯
上
部
の
ダ
ケ
カ
ン
バ
帯
と
し
て
認
め
ら
れ
る
。

そ
の
標
高
範
囲
は
、
種
々
の
程
度
で
変
化
す
る
が
、
と
く

に
日
高
山
系
や
大
雪
山
系
東
部
の
石
狩
山
地
の
よ
う
に
、

冬
季
季
節
風
の
風
背
側

(風
下
側
)
と
な
る
東
な
い
し
南

東
斜
面
が
急
傾
斜
を
呈
す
る
山
岳
で
は
、
そ
こ
に
ダ
ケ
カ

ン
バ
林
が
卓
越
し
、
針
葉
樹
林
は
尾
根
筋
に
限
ら
れ
る
よ
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う

に
な

る
(佐
藤

一
九
八
八
)。

ま
た
、

黒
松
内
低
地
帯

以
南

の
道
南
を
含

み
、
後
志

・
石
狩

・
留
萌

な
ど
の
日
本

海
側
多
雪
山
地

で
は
、
亜
高
山
帯

に
お

い
て
ほ
と
ん
ど
針

葉
樹
林
を
欠

き
、
ダ

ケ
カ
ン
バ
林

が
卓
越

し
て

い
る
。

エ

ゾ

マ
ツ
、

ト
ド

マ
ツ
な
ど

の
針
葉
樹

は
雪
崩

の
影
響

に
弱

く
、
ダ

ケ
カ

ン
バ
は
そ
れ
に
強

い
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、

そ

の
結

果
、

亜
高
山
帯

の
高
木
林

に
上
記

の
よ
う
な
積
雪

に
関
係

し
た
地
形
分
布
が
認
め
ら
れ
る
。
ダ
ケ
カ
ン
バ
林

は
、
多

雪
環
境

に
お

い
て

エ
ゾ

マ
ツ
ー
ト
ド

マ
ツ
林
を
補

完
し

て
い
る

(渡
邊

一
九
六
七
、
芝
簿
鋤
コ
鋤
σ
ρ

一
〇
遷
)
。

森
林

限
界
付
近

に
成
立

す
る
亜
高
山
性
夏
緑
低
木
群
落

(
エ
ゾ

ノ
レ
イ
ジ

ン
ソ
ウ
ー

ウ

コ
ン
ウ
ツ
ギ
群
集
)
は
、
実

際

に
は
、

ウ

コ
ン
ウ

ツ
ギ
低
木
林
、
ウ

ラ
ジ

ロ
ナ
ナ
カ

マ

ド
低
木
林
あ

る
い
は
ミ
ヤ

マ

ハ
ン
ノ
キ
低
木
林

と
し
て
異

な

る
優
占
種

の
低
木
林
か
ら
な
る
。
亜
高
山
帯
上
部
の
雪

崩
道

で
は
、

そ
の
中
心
部

に
非
森
林
植
生

の
亜
高
山
雪
崩

地
高
茎
草
原

が
成
立
し
、
そ

の
周
辺

に
ウ

コ
ン
ウ
ツ
ギ
低

木
林
、

そ
し
て
ウ
ラ
ジ

ロ
ナ
ナ
カ

マ
ド
低
木
林
が
順
次
成

立

し
、
最
終
的

に
ダ

ケ
カ

ン
バ
高
木
林

に
接

す
る
。
ま
た

ミ
ヤ

マ

ハ
ン
ノ
キ
低
木
林
は
、

日
射
量
が
少
な

い
、
あ

る

い
は
乾
燥

し

に
く

い
北
向
き

の
急
斜
面

か
ら
渓
谷
上
部

・

河
川
源
流

部

に
か
け
て
成
立
す
る
。

森
林

限
界
を
超

え
て
成
立
す
る

ハ
イ

マ
ッ
低
木
林
は
、

種
類
組
成

か
ら
亜
高
山
性
針
葉
低
木
林

と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の

ハ
イ

マ
ッ
低
木
林

は
、
山
頂
効
果

の
場
合
を
含
み
、

風
衝

の
著
し

い
西
な

い
し
北
西
側

に
発
達

す
る
場
合
が
多

く
、

こ
こ
で
も
地
形
分
布
が
認
め
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、

森
林
限
界
を
超
え
た
領
域
を
高
山
帯

と
す
る
と
、
そ

の
高

山
帯

で
は
中
程
度

の
風
衝
地

に
成
立
す
る
亜
高

山
性

ハ
イ

マ
ツ
低
木
林

と
と
も

に
、
著
し

い
少
雪
地
と
な
る
風
衝
地
、

反
対

に
多
雪

地

と
な

る
雪

田

に
高

山
性

・
寒
帯

性

の
荒

原

・
草
原

・
綾
低
木
群
落

が
地
形

に
応
じ

て
モ
ザ
イ
ク
的

に
成
立
し
て
い
る
。

(
三
)
国
有
林
に
お
け
る
保
護
林
制
度

北
海
道
の
森
林
に
出
現
す
る
維
管
束
植
物
に
関
す
る
生

物
多
様
性
保
全
、
絶
滅
危
惧
植
物
の
保
護
に
つ
い
て
は
、

広
大
な
面
積
を
有
す
る
国
有
林

の
果
た
す
役
割
が
大

き

い
。
そ
の
際
、
第

一
に
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
植
物

種
ご
と
に
分
布
地
や
生
育
地
を
詳
細
に
把
握
す
る
イ
ン
ベ

ン
ト
リ
イ
調
査
と
そ
れ
に
基
づ

い
た
保
護
策
が
必
要
で
あ

る
。
第
二
に
、
植
物
群
落
と
し
て
各
種
の
森
林
タ
イ
プ
を

網
羅
的
に
保
全
す
る
対
策
が
必
要
で
あ
り
、
第

一
の
方
策

と
比
較
し
て
よ
り
容
易
な
方
策
に
な
る
と
考
え
る
。

国
有
林
に
は
、
他
省
庁
の
法
令
に
基
づ
く
保
護
地
域
と

は
別
に
、
み
ず
か
ら
の
保
護
林
制
度
が
あ
り
、
各
種
の
保

護
林
が
指
定
さ
れ
て
い
る
(表
6
)
。
し
か
し
、
国
有
林
の

保
護
林
制
度
に
は
、
北
海
道
の
実
際
を
見
る
か
ぎ
り
、
以

下
の
よ
う
な
大
き
な
欠
点
が
あ
る
。

第

一
に
、
北
海
道
に
お
け
る
国
有
林
面
積
に
対
す
る
保

護
林
面
積
の
割
合

(国
有
林
三
〇
七
万
㎞
に
対
し
て
保
護

林

一
九

・
八
万
㎞
、
六

・
四
%
)
は
、
全
国
平
均

(国
有

林
七
五
九
万
㎞
に
対
し
て
六
八

・
三
万
㎞
、
九

・
○
%
)

を
か
な
り
下
回
り
、
本
州
以
南

(国
有
林
四
五
二
万
㎞
に

対
し
て
四
八

・
五
万
㎞
、

一
〇

・
七
%
)
と
比
較
す
る
と

明
瞭
に
小
面
積
で
あ
る
(表
7
)
。
都
府
県
と
比
較
し
て
圧

倒
的
に
面
積
が
大
き
な
北
海
道
国
有
林
で
は
、
保
護
林
の

割
合
が
本
州
以
南

の
半
分
に
近

い
ほ
ど
低
い
と
い
う
問
題

点
が
あ
る
。

第
二
に
、
北
海
道
の
保
護
林
は
、
多
く
が
他
省
庁
の
法

令

に
よ
る
保
護
地
域
と
重
複
し
て
指
定
さ
れ
る
場
合
が
多

く
、
そ
の
場
合
の
保
護
林
面
積
は
林
業
可
能
な
森
林
部
分

を
差
し
引
い
て
、
他
省
庁
の
保
護
地
域
よ
り
小
面
積
と
さ

れ
る
傾
向
が
明
ら
か
で
あ
る
。
例
え
ば
、
保
護
林
の
中
で

最
大
面
積
を
有
す
る
森
林
生
態
系
保
護
地
域
は
、
北
海
道

面積(ha)

129,116

5,400

2,667

48,551

12,285

14

17

198050

表6北 海道の保護林。

種類 箇所数

森林生態系保護地域

森林生物遺伝資源保存林

林木遺伝資源保存林

植物群落保護林

特定動物生息地保護林

特定地理等保護林

郷土の森

5

1

140

62

16

4

1

合計 229

表7国 有林野面積と保護林面積。

国有林野 保護林 (保護林の割合)

全国

北海道

本州以南

759万ha

307万ha

452万ha

68.3万ha

19.8万ha

48.5万ha

(9.0%)

(6.4%)

(10.7%)

で
は
大
雪
山
、
知
床
半
島
、
日
高
山
脈
、
漁
岳
な
ど
に
お

い
て
国
立
公
園
や
国
定
公
園
と
重
複
し
て
指
定
さ
れ
て
い

る
が
、
森
林
限
界
付
近
の
ダ
ケ
カ
ン
バ
林
か
ら
高
山
植
生

ま
で
を
保
護
林
と
し
、
森
林
の
大
半
を
占
め
る
亜
高
山
帯

針
葉
樹
林
、
山
地
帯
の
針
広
混
交
林
や
落
葉
広
葉
樹
林
が

指
定
範
囲
か
ら
外
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
。
こ
の
よ
う
な
指

定
は
、
「森
林
生
態
系
の
保
護
は
名
目
だ
け
」
で
あ
り
、
木

材
生
産
が
で
き
な
い
植
生
が
占
め
る
相
対
的
に
大
き
な
面

積
を
保
護
林
に
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

ま
た
、
絶
滅
危
惧
植
物
の
生
育
地
区
分

(表
1
～
2
)

で
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、森
林
限
界
を
超
え
た
高
山
帯
、

森
林
限
界
に
達
し
て
い
な
い
蛇
紋
岩

・
か
ん
ら
ん
岩
な
ど

の
超
塩
基
性
岩
地
(
ア
ポ
イ
岳
な
ど
)
、
同
様
な
石
灰
岩
地

(嵯
山

・
大
平
山
な
ど
)
、
そ
し
て
、
そ
の
他
の
地
質
か
ら

な
る
崖
地

・
岩
礫
地
に
は
、
絶
滅
危
惧
植
物
を
多
く
含
む

北
方
系
の
高
山
植
物
か
ら
な
る
特
殊
な
植
物
群
落
が
成
立

74



す
る
。
こ
れ
ら
の
場
合
、
森
林
で
は
な
く
低
木
林
や
草
原

か
ら
な
る
特
殊
な
植
物
群
落
の
保
護
が
目
的
に
な
る
が
、

植
物
群
落
保
護
林
と
し
て
指
定
さ
れ
、
し
か
も
他
省
庁
の

保
護
地
域
と
重
複
指
定
と
な
る
例
が
多
い
。

第
三
に
、
林
木
遺
伝
資
源
保
存
林
は
、
林
業
に
役
立

つ

樹
種

(有
用
木
)
に
関
し
て
、
遺
伝
子
の
多
様
性
保
全
に

関
わ
っ
て
、
森
林
植
生
を
保
護
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

れ
ら
の
面
積
は
個
々
に
も
総
体
と
し
て
も
極
め
て
小
さ

い
。
遺
伝
子
の
多
様
性
保
全
か
ら
考
え
る
と
、
北
海
道
の

森
林
に
お
い
て
、
目
下
の
林
業
に
有
用
な
樹
種
だ
け
で
は

な
く
、
す
べ
て
の
植
物
種

(木
本
種

・
草
本
種
)
に
関
す

る
遺
伝
子
保
存

の
場
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
北
海
道
国
有
林

の
保
護
林
は
、
種
々
の

森
林
タ
イ
プ
を
網
羅
し
て
保
護
し
て
は
い
な

い
。
北
海
道

に
お
け
る
種
々
の
タ
イ
プ
の
森
林
は
、
そ
れ
を
構
成
す
る

絶
滅
危
惧
植
物
に
と

っ
て
も
自
然
の
姿
を
残
す
森
林
生
態

系
と
し
て
も
、
多
く
が
森
林
施
業

に
よ

っ
て
危
険
に
直
面

し
、
保
護
の
手
だ
て
が
加
え
ら
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て

い
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
北
海
道
の
森
林
と
そ

こ
に
出
現
す
る
植
物
の
保
護

(生
物
多
様
性
保
全
)
に
つ

い
て
、
国
有
林
が
十
二
分
に
責
任
を
果
た
す
必
要
が
あ
る
。

国
有
林
の
保
護
林
制
度
は
、
将
来
的
に
は
、
北
海
道
の

森
林
に
関
し
て
生
物
多
様
性
保
全
に
役
立

つ
仕
組
み
で
あ

り
え
る
と
考
え
る
が
、
現
状
の
問
題
は
、
生
物
多
様
性
保

全
を
部
分
的
に
捉
え
て
小
面
積
の
保
護
林
に
だ
け
押
し
込

み
、
残
る
大
半
の
森
林
植
生
を
林
業
対
象
と
し
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
北
海
道
の
多
様
な
森
林
タ
イ
プ
・

植
物
群
落
を
網
羅
で
き
る
よ
う
な
ゾ
ー

ニ
ン
グ
計
画
が
必

要
で
あ
る
。
最
も
容
易
な
方
法
の

一
つ
は
、
第

一
に
、
北

海
道
に
あ
る
自
然
公
園

(国
立
公
園

・
国
定
公
園

・
道
立

自
然
公
園
)
や
文
化
財
す
べ
て
を
保
護
林
と
し
て
森
林
施

業
の
対
象
か
ら
外
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
植
物
群
落
は
、
そ
の
立
地
に
生
活
す
る
動

物
や
微
生
物
と
と
も
に
生
物
群
集
、
そ
し
て
生
態
系
を
構

成
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
各
種
の
森
林
タ
イ
プ
の
網
羅
的

な
保
全
は
、
植
物
群
落

の
多
様
性
だ
け
で
は
な
く
、
動
物

や
微
生
物
を
合
わ
せ
た
生
態
系
の
多
様
性
保
全
に
つ
な
が

る
。

四

森
林
施
業
の
実
態

こ
の
数
年
間
に
行
わ
れ
て
き
た
北
海
道
に
お
け
る
森
林

施
業
は
、
新
た
な
森
林

・
林
業
基
本
法
の
基
本
理
念
で
あ

る
生
物
多
様
性
を
含
む
森
林
の
「
公
益
的
機
能
重
視
」
、
「
流

域
管
理
」
、
そ
し
て

「持
続
的
林
業
経
営
」
に
合
致
せ
ず
、

逆
に
、
実
質
的
に
は

「木
材
生
産
」
中
心
で

「公
益
的
機

能
」
を
軽
視
あ
る
い
は
無
視
し
て
い
る
問
題
点
を
事
実
に

即
し
て
指
摘
し
て
き
た

(佐
藤
二
〇
〇
七
、
二
〇
〇
八
)
。

北
海
道
の
国
有
林
を
管
理
す
る
林
野
庁

(北
海
道
森
林
管

理
局

・
道
内
各
森
林
管
理
署
)
は
、
北
海
道
に
お
け
る
森

林
施
業
に
つ
い
て
み
ず
か
ら
掲
げ
る
基
本
理
念
に
合
致
し

て
い
る
と
科
学
的
根
拠
に
基
づ

い
て
国
民
に
十
分
な
説
明

を
行
う
責
任
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
以
下
に
述
べ
る

よ
う
に
、
誤
魔
化
し
と
も
言
え
る
矛
盾
が
多
々
認
め
ら
れ

る
。
私
た
ち
は
、
北
海
道
自
然
保
護
協
会
と
し
て
林
野
庁
、

北
海
道
森
林
管
理
局
あ
る
い
は
各
森
林
管
理
署
に
対
す
る

意
見

・
要
望

・
質
問
を
続
け
た
が
、
回
答
に
な
ら
な
い
回

答
を
得
て
き
た
。
こ
こ
に
、
北
海
道
に
お
け
る
森
林
施
業

の
問
題
点
を
改
め
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

(
一
)
機
能
類
型
区
分
お
よ
び
保
安
林

に
お
け
る
森
林

施
業

に
は
、
大
き
な
矛
盾
が
あ
る

図
4
は
、

一
九
九
八
年
に
行
わ
れ
た
国
有
林
の
抜
本
的

改
革

・
公
益
的
機
能
の
重
視
を
示
す
。
こ
こ
で
は
、
従
来

の
木
材
生
産
林

(五
四
%
)
を
資
源
の
循
環
利
用
林
(九
%
)

に
大
幅
に
減
少
さ
せ
、
木
材
生
産
林
に
対
す
る
公
益
林
の

う
ち
、
国
土
保
全
林
(
一
九
%
)
を
水
土
保
全
林

(六
四
%
)

と
し
て
大
幅
に
拡
大
さ
せ
て
い
る
。
国
土
保
全
タ
イ
プ
(
一

九
%
)
と
水
源
か
ん
養
タ
イ
プ

(四
五
%
)
か
ら
広
大
な

面
積
を
占
め
る
水
土
保
全
林
は
、
こ
の
改
革
に
お
け
る
大

き
な
目
玉
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
公
益
的
機
能

で
あ
る
生
物
多
様
性
保
全
は
、
機

能
類
型
区
分
に
図
示
さ
れ
て
い
な
い

(重
視
さ
れ
て
い
な

い
)
が
、
公
益
林
と
木
材
生
産
林
の
す
べ
て
を
含
む
国
有

林
全
体
に
関
わ
る
重
要
な
機
能
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
森
林

施
業
は
、
生
物
多
様
性
保
全
機
能
と
勘
案
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
数
年
間
の
天
然
林
伐
採
は
、
私
た
ち
が
問
題
視
し

た
檜
山
、
十
勝
東
部
、
釧
路
西
部
な
ど
の
森
林
管
理
署
に

お
い
て
、
広
面
積
の
水
源
か
ん
養
タ
イ
プ
や
国
土
保
全
タ

イ
プ
に
お
い
て
行
わ
れ
て
き
た
。
同
時
に
、
こ
れ
ら
の
機

能
類
型
の
地
域
は
森
林
法
に
基
づ
く
各
種
保
安
林
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
国
土
保
全
タ
イ
プ
は
土
砂
流
出
防
備
保
安

林
、
水
源
か
ん
養
タ
イ
プ
は
水
源
か
ん
養
保
安
林
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。
機
能
類
型
区
分
で
は
公
益
林
が
木
材
生
産

を
第

一
の
目
的
と
し
な
い
こ
と
を
図
示
し
、
ま
た
保
安
林

に
お
け
る
森
林
施
業

に
つ
い
て
は
当
該
知
事
の
許
可
を
得

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
何
故
、
公
益
林
に
お
い
て
天
然

林
施
業
を
中
心
に
し
た
森
林
伐
採
が
進
行
す
る
の
か
、

一

般

の
人
々
に
と

っ
て
、
即
座

に
は
理
解
し
に
く
い
。

森
林

・
林
業
基
本
法
か
ら
国
の
基
本
計
画
、
北
海
道
森

林
管
理
局
、
そ
し
て
各
森
林
計
画
区
や
森
林
管
理
署
に
お

け
る
計
画
ま
で
総
論
か
ら
各
論

へ
読
み
進
ん
だ
結
果

(佐

藤
二
〇
〇
七
)
、
木
材
生
産
を
第

一
の
目
的
と
し
な
い
機
能

類
型
区
分
に
お
い
て
、
天
然
林
施
業
や
人
工
林
施
業
を
含

む
森
林
施
業
が
明
記
さ
れ
て
い
る
場
合
と
と
も
に
、
整
備

事
業
と
称
し
て
結
果
的
に
木
材
生
産
を
伴
う
と
説
明
さ
れ
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る
場
合

が
あ

っ
た
。
最
後

の
整
備
事
業

に
伴
う
伐
採

は
、

国
民

の
理
解
を
得

よ
う

と
す
る
も

の
で
は
な
く
、

口
実

の

よ
う

に
聞
こ
え
る
。

国
有
林
改
革

の
目
玉
と
し
て
、
木
材
生
産
林

は
資

源

の

循
環
利
用
林

と
し
て
大
幅

に
減
少
し
た
、
す
な
わ
ち
木
材

生
産

の
た
め
の
国
有
林

が
激
減

し
た
と

い
う
図
示

(図
4
)

は
、
社
会

に
向

け
た
公
約

で
あ

る
。

一
方
、
北
海
道

森
林

管

理
局
や
各
森
林
管

理
署

で
は
、
公
益
林
を
伐
採

で
き
な

い
訳

で
は
な

い
と
す
る

口
頭
説
明
を
受
け
た
。
こ

の
こ
と

は
、
総
論

か
ら
各

論

に
向

け
て
具
体
的
な
計

画

に
な
る
ほ

ど
事
実
化
し

て
い
る
が
、
非
常

に
回
り
く
ど
く
分

か
り

に

く

い
。

こ
の
よ
う

に
、
国
有
林

が
内
外

へ
異
な
る
情
報
発

信
を
続

け
て
い
る
こ
と
は
、
社
会

へ
の
発
信
と
し

て
は
矛

盾

に
満

ち
た
誤
魔
化
し
と
な
り
、

国
有
林
内
部

に
向

け

て

は
閉
鎖
的
な
発
信

と
な

る
。
そ

の
上
で
、
天
然
林

施
業
も

人
工
林
施
業
も
、
以
下

に
述

べ
る
よ
う

に
、
さ
ら
な
る
矛

〈改革後>
2005年4月1日

〈改革前>

1998年4月1日

盾
を
抱
え
て
い
る
。

(
二
)
天
然
林
施
業

(
二

・
一
)
施
業
対
象
と
な
る
天
然
林
の
内
容
が
不
明
確

な
矛
盾
が
あ
る

林
学

・
林
業
上
の

鯛
天
然
林
」
は
、
表
8
に
示
す
よ
う

に
、
植
生
生
態
学
的

に
み
た
①
原
生
林

・
原
始
林
や
②
自

然
林

(天
然
林
)
だ
け
で
は
な
く
、
③

二
次
林

(半
自
然

林
)
ま
で
、
種
々
の
人
為
の
影
響
を
受
け
た
森
林
を
含
ん

で
い
る
。
そ
の
た
め

「
天
然
林
施
業
」

の
意
味
す
る
内
容

は
、
北
海
道
開
拓
当
初
と
同
様
な
①
原
生
林

・
原
始
林
に

お
け
る
収
奪
的
な
伐
採
か
ら
、
③
二
次
林

(半
自
然
林
)

に
お
け
る
自
然
林

へ
の
誘
導
な
ど
、
非
常

に
多
岐
に
わ
た

り
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の
施
業
に
な
る
の
か
非
常
に
分
か

り
に
く
い
。
各
種
の
辞
典
類
に
よ
る
と
、
天
然
生
林
は
二

次
林
を
指
す
た
め
、
目
下
使
用
さ
れ
て
い
る

「
天
然
生
林

施
業
」
は
曖
昧
な
天
然
林
施
業
を
さ
ら
に
曖
昧
に
言
い
換

自然維持林 公 自然維持タイプ

(19%) (91%)(46%)益 森林と

人との
(19%)

林
共生林

森林空間利用林
(8%)

(27%)
森林空間
利用タイプ

(8%)

国土保全タイプ
国土保全林 (19%)
(19%)

水土保全林

(64%)

水源酒養タイプ
(45%)

木材生産林
(54%)

資源の循環利用林(9%)

国有林野の機能類型区分(河 野2006)。図4

表8自 然性による森林区分に関する植生生態学と林学・林

業上の相違。

自然性による森林区分 国有林の森林区分と森林施業

(自然植生)

①原生林 ・原始林

②自然林(天 然林)

(二次植生)

③二次林(半自然林)

(人為植生)

④人工林

天然林

天然林

天然林(天 然生林)

人工林(造 林)

天然林施業

天然林施業

天然林施業

人工林施業

え
て
い
る
。

二
〇
〇
四
年
頃
か
ら
、
北
海
道
で
は
か
な
り
大
規
模
に

天
然
林
施
業
が
進
め
ら
れ
た
。
こ
の
天
然
林
施
業
は
、
相

対
的
に
自
然
性
が
高
い
森
林
、
表
8
の
区
分
で
は
③
二
次

林
で
は
な
く
②
自
然
林
や
①
原
生
林
を
対
象
に
し
て
、
そ

れ
ら
の
大
径
木
・良
木
だ
け
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
に
し
て
い
た
。

そ
の
実
態
は
、
現
在
の
森
林

・
林
業
政
策
の
基
本
理
念
で

あ
る

「
公
益
的
機
能
重
視
」
、
「
流
域
管
理
」
、
そ
し
て

「
持

続
的
林
業
経
営
」
に
は
ほ
ど
遠
く
、
過
去
に
反
省
し
た
「収

奪
的
な
木
材
生
産
」
と
な
る
伐
採
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
は
、

木
材
生
産
を
目
的
と
し
た
天
然
林
施
業
だ
け
で
は
な
く
、

公
益
的
機
能
発
揮
の
た
め
の
整
備
事
業
の
名
の
下
に
行
わ

れ
た
伐
採
が
多
か
っ
た
。
林
野
庁
は
い
ま
、
全
国
的
に
見

た
場
合
、
人
工
林
施
業
が
八
割
に
及
び
、
天
然
林
施
業
は

二
割
し
か
な
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
二
割
は
ど
の
よ

う
な
森
林
に
向
け
ら
れ
た
の
か
、
最
後
の
砦
の
よ
う
な
良

質
の
天
然
林

(自
然
林

・
原
生
林
)
だ
け
に
向
け
ら
れ
た

か
、
計
画
段
階
の
徹
底
的
な
検
討
、
内
容
の
公
開
が
必
要

で
あ
る
。

こ
の
数
年
間
の
天
然
林
施
業
は
、
北
海
道
の
各
森
林
管

理
署
全
般
に
わ
た

っ
て
、
稜
線
部

・
尾
根
部
に
残
さ
れ
て

き
た
自
然
林
や
原
生
林
、
相
対
的
に
自
然
性
が
高
い
森
林

に
お
い
て
、
大
径
木
・良
木
を
選
ん
だ
伐
採
が
大
半
で
あ

っ

た
。
ま
た
、
十
勝
東
部
森
林
管
理
署
で
は
、
「保
護
樹
帯
」

の
天
然
林
を
伐
採
し
た
事
例
が
少
な
く
な
い
(図
5
)
。
保

護
樹
帯
は
、
過
去
の
皆
伐
地
で
土
砂
流
出
な
ど
の
災
害
が

顕
著
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
反
省
に
基
づ
い
て
林
野

庁
み
ず
か
ら
設
け
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
例
は
、

木
材
生
産
だ
け
を
考
え
、
国
土
保
全
を
含
む
公
益
的
機
能

重
視
や
本
来
的
な
流
域
管
理
に
合
致
し
な
い
施
業
を
行

っ

た
点
で
、
間
違

っ
た
天
然
林
施
業
で
あ
る
。
し
か
し
、
保

護
樹
帯
伐
採
を
行

っ
た
十
勝
東
部
森
林
管
理
署
の
北
海
道
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十勝東部森林管理署で伐採された保護樹帯の天然林。

アカエゾマツとトドマツの人工林を取 り巻く天然林。

門D図

自
然
保
護
協
会
に
対
す
る
回
答
は
、
伐
採
前
の
質
問
に
対

し
て
伐
採
終
了
後
の
結
果
報
告
で
あ
る
と
と
も
に
、
保
護

樹
帯
の
森
林
施
業
に
関
す
る

一
九
七
三
年
林
野
庁
通
達
に

は
法
的
規
制
が
な
い
と
の
強
調
が
あ

っ
た
。

(
二

・
二
)
持
続
的
林
業
経
営
と
は
ほ
ど
遠
い
、
収
奪
的
な

木
材
生
産

檜
山
森
林
管
理
署

(上
ノ
国
町
)
国
有
林
で
実
施
さ
れ

た
天
然
林
伐
採
は
、
有
用
木
の
後
継
樹

(稚
樹

・
幼
木

・

若
木
)
の
生
育
促
進
を
目
的
と
し
て
高
木
層
を
伐
採
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
受
光
を
増
進
さ
せ
る
と
い
う

「
受
光
伐
」

で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
実
際
の
現
地
調
査

に
よ
る
と
、
そ

の
場
所
は
、多
雪
環
境
下
の
チ
シ
マ
ザ
サ
密
生
地
で
あ
り
、

ブ
ナ
な
ど
の
後
継
樹
は
非
常
に
少
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、

こ
の
地
の
ブ
ナ
林
は
天
然
更
新
が
期
待
で
き
な
い
と
考
え

ら
れ
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
事
例
で
は
、
伐
採
後
に
ブ
ナ

の
苗
木
が
新
た
に
植
裁
さ
れ
た
の
で
、
逆
に
、
当
初
の
伐

採
理
由
が
間
違

い
で
あ

っ
た
こ
と
を
み
ず
か
ら
示
し
て
い

る
。十
勝
東
部
森
林
管
理
署
で
も
ま
た
、
天
然
更
新
を
図
る

と
し
て
良
木
が
伐
採
さ
れ
て
き
た
が
、
十
勝
管
内
で
は
多

く
の
後
継
樹
が

エ
ゾ

シ
カ
に
よ
る
著
し
い
食
害
を
被

っ
て

お
り
、
天
然
林
に
お
け
る
天
然
更
新
が
期
待
で
き
な
い
現

状

に
あ
る
。
本
来
、
そ
う
し
た
場
所
で
の
受
光
伐
は
効
果

が
期
待
で
き
ず
、
天
然
林
施
業
と
い
え
ど
も
、
森
林
の
劣

化

・
疎
林
化
に
結
び

つ
く
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
に
あ
る
十
勝
東
部
森
林
管
理
署
に
お

い
て
、
択
伐
を
繰
り
返
し
た
針
広
混
交
林
で
観
察
し
た
結

果
は
以
下
の
通
り
で
あ

っ
た
。
過
去
の
択
伐
に
よ
る
エ
ゾ

マ
ツ
と
ア
カ
エ
ゾ

マ
ッ
の
伐
根
は
直
径
八
○
～

一
〇
〇

㎝

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
二
〇
〇
六
年
の
伐
採
は
ト
ド

マ
ツ

と

ハ
リ
ギ
リ
を
対
象
に
し
て
、
そ
れ
ら
の
伐
根
直
径
は
四

〇
～
五
〇

㎝
で
あ

っ
た
。
こ
の
事
例
は
、
そ
の
と
き
に
最

大
の
直
径
を
持
ち
、
高
価
と
な
る
樹
種

・
良
木
が
選
択
的

に
収
奪
さ
れ
て
い
る
現
状
を
示
し
、
ま
た
、
寿
命
が
長
く

生
長
が
遅
い
樹
種

(有
用
木
)
の
生
長
を
待
て
な
い
段
階

で
次
に
良
木
と
な
る
樹
種
の
伐
採
に
至

っ
て
お
り
、
決
し

て

「持
続
的
林
業
経
営
」
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
こ
の
問
題
点
の
質
問
に
対
す
る
森
林
管
理
署

の
回
答
に
よ
る
と
、
天
然
林
に
お
け
る
材
積
予
測
を
人
工

林
樹
種
の
材
積
計
算
に
準
じ
て
机
上
で
算
出
し
た
こ
と
、

人
工
林
の
予
測
を
天
然
林

に
該
当
さ
せ
た
、

い
わ
ば
架
空

の
材
積
計
算
に
よ

っ
て
天
然
林
伐
採
が
進
行
し
た
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。
生
長
過
程
に
あ
る
細
い
樹
木
は
森
林
全

体
と
し
て
の
材
積
を
急
増
さ
せ
る
が
、
大
径
木
を
な
す
良

木
の
材
積
は
急
増
し
な
い
た
め
、
そ
れ
を
選
抜
し
た
伐
採

を
継
続
す
る
と
高
価
な
木
材
を
持
続
的
に
生
産
で
き
な
く

な
る
。
す
な
わ
ち
、
伐
れ
る
有
用
木
は
、
そ
の
材
積
が
増

加
す
る
相
当
期
間
を
経
な
い
と
な
く
な

っ
て
し
ま
う
の
で

あ
る
。
北
海
道

の
天
然
林
は
、
大
径
木
の
割
合

(径
級
の

構
成
)
を
見
る
と
、
天
然
林
本
来
の
姿
を
失
わ
せ
、
持
続

的
林
業
が
で
き
な
い
状
況
に
な

っ
た
と
判
断
し
て
い
る
。

釧
路
西
部
森
林
管
理
署
管
内
、
阿
寒
国
立
公
園
に
接
し

た
阿
寒
富
士
の
南
側
な
い
し
東
側
に
お
け
る
ア
カ
エ
ゾ

マ

ツ
林
は
、
森
林
限
界
付
近
の
岩
塊
堆
積
地
に
成
立
し
、
林

床
に
イ
ソ
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
高
山
植
物
を
伴
う
原
生
林

・
自

然
林
で
あ

っ
た
が
、
山
の
道

(緑
資
源
幹
線
林
道
)
予
定

地
に
当
た
り
、
道
路
工
事
に
先
が
け
て
大
規
模
に
伐
採
さ

れ
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
伐
採
地
は
、
衛
星
画
像
で
顕
著
な

疎
林
や
サ
サ
地
と
し
て
明
瞭
に
把
握
さ
れ
、
環
境
省
植
生

図
の
新
た
な
凡
例
と
さ
れ
て
い
る
。
同
様
な
特
徴
を
持

つ

ア
カ
エ
ゾ

マ
ッ
林
は
、
阿
寒
国
立
公
園
の
オ
ン
ネ
ト
ー
付

近
や
大
雪
山
国
立
公
園

・
十
勝
連
山
の
望
岳
台
付
近
に
認

め
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
希
少
な
ア
カ

エ
ゾ

マ
ッ
林
で
あ

る
。
大
き
な
問
題
点
は
、
ア
カ
エ
ゾ

マ
ツ
が
ト
ド

マ
ッ
や

エ
ゾ

マ
ツ
と
比
較
し
て
生
長
が
遙
か
に
遅
く
、
そ
れ
故
に

高
級
建
築
材
や
楽
器
に
使
用
さ
れ
る
高
価
な
樹
種
と
な
る

が
、
ア
カ
エ
ゾ

マ
ッ
林
の
天
然
更
新
と
持
続
的
林
業
経
営
、

森
林
生
態
系
の
自
然
な
再
生
に
と
っ
て
は
、
非
常
に
長
い

時
間
を
要
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
の
ア
カ
エ
ゾ

マ
ツ
林

は
、
伐
採
前

の
状
態
に
回
帰
す
る
に
は
二
〇
〇
年
以
上
の

時
間
を
要
す
る
と
予
測
さ
れ
る
が
、
近
年
の
伐
採
が
果
た

し
て

噛持
続
的
林
業
経
営
」
に
よ
る
森
林
施
業
で
あ

っ
た

の
だ
ろ
う
か
。
筆
者
は
、
「
収
奪
的
伐
採
」
に
よ

っ
て

一
時

的
な
収
益
を
得
た
が
、
回
復
で
き
な
い
状
態
ま
で
過
剰
に

伐
採
し
、
持
続
的
林
業
は
不
可
能
に
な
っ
た
と
判
断
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
北
海
道
森
林
管
理
局
に
対
し
て
私
た
ち
が

と
く
に
問
題
視
す
る
森
林
管
理
署
に
お
け
る
伐
採
記
録
を
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開
示
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
五
年
を
経
過
す
る
と
過
去

の
伐

採
記
録
を
廃
棄
す
る
た
め
、
五
年
以
上
前
の
請
求
に
は
応

じ
ら
れ
な
い
と
の
口
頭
説
明
が
あ

っ
た
。
し
か
し
、
伐
採

記
録
は
、
持
続
的
林
業
経
営
に
関
す
る
重
要
な
科
学
的
根

拠

に
な
る
の
で
、
こ
の
口
頭
説
明
が
事
実
で
あ
る
な
ら
ば
、

持
続
的
林
業
経
営
は
ま

っ
た
く
考
え
ら
れ
て
い
な
い
こ
と

に
な
る
。

(
三
)
人
工
林
施
業

こ
の
二
、
三
年
、
前
項
の
天
然
林
施
業
に
全
国
的
な
批

判
を
浴
び
る
中
、
林
野
庁

・
北
海
道
森
林
管
理
局
は
、
人

工
林
施
業
に
シ
フ
ト
し
た
。
し
か
し
、
ま
ず
、
基
本
理
念

に
立
ち
返
る
と
、
人
工
林
施
業
で
あ
ろ
う
と
も
、
生
物
多

様
性
を
含
む
森
林
の
公
益
的
機
能
、
流
域
管
理
な
ど
の
基

本
理
念
が
重
要
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
ら
が
決
し
て
無
視
さ

れ
て
は
い
け
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
の
上
で
認

め
ら
れ
る
人
工
林
施
業

の
問
題
点
を
以
下
に
述
べ
る
。

(
三

・
一
)
人
工
林
と
天
然
林
区
分
に
見
ら
れ
る
矛
盾
と

不
徹
底
な
国
有
財
産
管
理

日
高
南
部
森
林
管
理
署

に
お
け
る
人
工
林
施
業
計
画

(佐
藤
二
〇
〇
七
)
に
つ
い
て
改
め
て
述

べ
る
と
、
伐
採
対

象
と
さ
れ
た
林
班
は
人
工
林
と
称
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
伐

採
計
画

・
収
穫
予
定
簿
に
示
さ
れ
た
樹
種
は
植
林
さ
れ
た

樹
種
以
上
に
天
然
林
構
成
樹
種
が
多
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、

現
地
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
実
態
は
、
不
成
績
造
林

地
か
つ
皆
伐
後
数
十
年
を
経
て
か
な
り
良
好
に
天
然
林
化

し
た
場
所
で
あ

っ
た
。
こ
の
帳
簿
上
の
人
工
林
は
、
実
際

に
は
豊
富
な
樹
種
か
ら
な
る
天
然
林
で
あ
り
、
わ
ず
か
に

生
残
し
た
植
林
樹
種
が
混
生
す
る
だ
け
で
、
人
工
林
と
比

較
し
て
R
D
B
掲
載
の
希
少
種
な
ど
野
生
生
物
が
圧
倒
的

に
豊
富
で
あ

っ
た
。
こ
の
林
班
で
は
、
署
長
の
判
断
に
よ

り
伐
採
計
画
が
中
止
さ
れ
た
が
、
国
有
林

に
お
け
る
帳
簿

上
誤

っ
た
財
産
管
理
と
誤

っ
た
森
林
施
業
区
分
は
、
大
き

な
問
題
と
さ
れ
る
。

実
際
上
の
天
然
林

に
計
画
さ
れ
た
人
工
林
施
業
は
、
高

価
な
落
葉
広
葉
樹
林
構
成
種
を
多
量

に
伐
採
す
る
こ
と

(実
質
的
な
天
然
林
施
業
)
に
な
り
、
持
続
的
林
業
経
営
の

基
本
理
念
か
ら
離
れ
る
の
で
、
財
産
管
理
方
法
を
明
確
に

し
な
い
段
階
で
の
施
業
計
画
は
、
大
き
な
問
題
な
の
で
あ

る
。他
方
、
人
工
林
施
業
で
は
、
自
然
に
混
生
し
て
き
た
高

価
な
木
材
と
な
る
天
然
林
構
成
樹
種
が
行
き
掛
け
の
駄
賃

の
よ
う
に
伐
採
さ
れ
る
例
が
多

い
。
人
工
林
施
業
で
は
、

そ
の
よ
う
な
大
径
木
に
収
穫
予
定
の
目
印
が
付
け
ら
れ
て

い
る
場
合
と
、
支
障
木
の
理
由
で
結
果
と
し
て
伐
採
さ
れ

る
場
合
が
あ
る
。
こ
の
例
の
よ
う
に
、
国
有
林
で
は
十
分

な
財
産
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
大
き
な
疑
問
が
生

じ
る
。

(
三

・
二
)
人
工
林
施
業
で
も
、
公
益
的
機
能
の
重
視
と
、

真
の
流
域
管
理
が
必
要
で
あ
る

天
然
林
が
皆
伐
さ
れ
人
工
林
化
し
た
流
域
で
は
、
そ
こ

の
森
林
施
業
は
大
面
積
の
人
工
林
施
業
に
な
る
。
し
か
し
、

一
流
域
に
集
中
さ
れ
た
人
工
林
施
業
は
、
た
と
え
間
伐
作

業
で
あ

っ
て
も
、
集
中
的
な
伐
採
に
よ

っ
て
下
流
域

へ
土

砂
流
出
や
洪
水
な
ど
の
影
響
を
与
え
る
危
険
性
が
高

い
。

実
際
に
、
沢
筋
か
ら
尾
根
筋
ま
で
拡
が
る
人
工
林
が
占
め

る
流
域
に
お
い
て
、
尾
根
筋
の
人
工
林
伐
採
に
よ

っ
て
土

砂
流
出
が
促
進
さ
れ
た
例
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
際
の
施

業
は
、
帯
状
に
伐
採
す
る
列
状
間
伐
で
あ

っ
た
が
、
等
高

線
沿
い
の
列
で
は
な
く
尾
根
か
ら
沢
に
向
か
う
列
で
あ

っ

た
た
め
、
土
砂
流
出
を
促
進
す
る
と
判
断
さ
れ
た
。
他
方
、

人
工
林
伐
採
後
、
下
流
域

へ
急
な
出
水
が
生
じ
て
、
地
元

住
民
と
の
軋
礫
が
生
じ
た
事
例
も
聞
こ
え
て
い
る
。
下
流

域

に
人
家
が
あ
る
場
合
、
そ
の
流
域
全
体
の
国
土
保
全
を

考
え
る
と
、
人
工
林
で
あ

っ
て
も
施
業
を
計
画
し
な
い
方

が
良
い
場
合
が
少
な
く
な
い
。
土
砂
流
出
防
備
、
洪
水
防

止
、
水
源
か
ん
養
な
ど
森
林
の
公
益
的
機
能

・
多
面
的
機

能
を
考
え
る
な
ら
ば
、
人
工
林
で
あ

っ
て
も
、
尾
根
筋
の

人
工
林
は
新
た
な
保
護
樹
帯
と
し
、
人
家
に
近
い
場
合
は

人
工
林
に
木
材
生
産
以
外
の
機
能
を
持
た
せ
る
な
ど
、
新

た
な
基
本
理
念
に
基
づ
い
た
、
新
た
な
人
工
林
の
扱
い
方

を
構
築
す
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
人
工
林
だ
か
ら
木
材

生
産
だ
け
と
言
う
論
理
が
主
流
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、

人
工
林
施
業
に
お
い
て
も
、
木
材
生
産
に
お
い
て
公
益
的

機
能
や
真
の
流
域
管
理
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(
四
)
流
域
生
態
系
と
し
て
の
森
林

の
保
全
と
管
理
に

関
す

る
矛
盾
と
不
備

新
た
な
森
林
・林
業
施
策

の
基
本
理
念
の

一
つ
に
、
「
流

域
管
理
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
源
流
部
や
上
流
部
に
お

け
る
森
林
施
業

(森
林
伐
採
)
が
中
下
流
部

へ
の
土
砂
流

出
や
水
源
か
ん
養
な
ど
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は

自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
本
来
、
「
流
域
管
理
」
は
、
河
川
の

源
流
部
か
ら
河
口
部
ま
で
の
流
域
を

一
つ
の
生
態
系
、
流

域
生
態
系
と
し
て
の
管
理
す
る
、
す
な
わ
ち
保
護

・
保
全

と
利
用
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

し
か
し
、
国
有
林
で
は
、
木
材
生
産
を
目
的
と
す
る
森

林
施
業
と
と
も
に
、
国
土
保
全
や
水
源
か
ん
養
、
あ
る
い

は
二
酸
化
炭
素
吸
収
な
ど
の
公
益
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る

た
め
の
整
備
事
業
と
し
て
、
名
目
的
に
は
木
材
生
産
で
は

な
い
と
す
る
が
、
実
質
的
に
は
種
々
の
機
能
類
型
の
森
林

に
お
い
て
伐
採
を
繰
り
返
し
木
材
生
産
を
続
け
て
い
る
。

国
有
林
で
は
ま
た
、
公
益
的
機
能
発
揮
の
た
め
の
林
道
掘

削
と
治
山
ダ
ム
建
設
で
あ
る
と
喧
伝
し
て
い
る
が
、
林
道

掘
削
が
続
き
、
結
果
と
し
て
土
砂
流
出
を
引
き
起
こ
し
、

多
数

の
治
山
ダ
ム
を
建
設
す
る
と
い
う
、
流
域
管
理
を
考

え
な
い
悪
循
環
が
認
め
ら
れ
る
。

本
来
、
土
砂
流
出
防
備
や
水
源
か
ん
養
な
ど
の
公
益
的
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機
能
の
発
揮
の
た
め
に
は
、
整
備
事
業

(森
林
伐
採
)
だ

け
で
は
な
く
手
を
加
え
な
い

(伐
採
し
な
い
)
保
全
の
方

法
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
関
す
る
科
学
的
な

判
断
を
し
た
上
で
、
流
域
管
理
と
森
林
施
業
が
勘
案
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
林
野
庁

・
北
海
道
森
林
管
理
局
が
述
べ
る

流
域
は
、
実
際
に
は
、
科
学
的
な
流
域
を
意
味
し
て
い
な

い
。
例
え
ば
、
日
本
海
と
津
軽
海
峡
、
そ
し
て
内
浦
湾

に

注
ぐ
多
数
の
河
川
を
持

つ
渡
島
半
島
全
体
が

一
つ
の
流
域

と
見
な
さ
れ
て
お
り
、
林
野
庁

・
北
海
道
森
林
管
理
局
の

言
う
流
域
は
、
「複
数

の
森
林
管
理
署
を
含
む
森
林
計
画

区
」
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
の
流
域
設
定
は
ま

っ
た
く
非

科
学
的
で
あ
る
。
林
野
庁
・
北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
「流

域
管
理
」
の
名
の
下
に
、
複
数

の
流
域
に
わ
た
る
峰
越
し

林
道
を
掘
削
し
、
源
流
部

に
当
た
る
尾
根
筋
の
天
然
林
を

伐
採
し
、
源
流
部
か
ら
の
土
砂
流
出
を
促
進
さ
せ
る
と
い

う
、
本
来
の
流
域
管
理
の
理
念
と
は
ま
っ
た
く
逆
の
実
態

が
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
有
林
で
は
、
真
に
、
流

域
生
態
系
と
し
て
の
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な

い
の
で
あ

る
。
(
五
)
業
者
任
せ
の
森
林
施
業
は
、
無
責
任
状
態

に
あ

る現
在
の
天
然
林
お
よ
び
人
工
林
に
お
け
る
森
林
施
業
、

と
く
に
伐
採
事
業
は
、
過
去
の
国
有
林
直
営
と
は
異
な

っ

て
業
者
任
せ
に
あ
る
。
十
勝
東
部
の
現
地
調
査
に
よ

っ
て
、

年
度
ご
と
の
伐
採
計
画
と
異
な
る
伐
採
現
場
が
あ
る
こ
と

が
問
題
視
さ
れ
た
の
で
、
森
林
管
理
署
に
質
問
し
た
と
こ

ろ
、
伐
採
業
者
は
入
札
後
三
年
間
の
伐
採
猶
予
が
あ
る
と

の
北
海
道
森
林
管
理
局
の
説
明
が
あ

っ
た
。
他
方
、
伐
採

計
画
は
、

一
流
域
の
多
数
の
林
班
を
対
象
と
す
る
計
画
と

な
る
場
合
が
少
な
く
な

い
け
れ
ど
も
、
年
度
ご
と
に
決
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
来
は
、
土
砂
流
出
や
洪
水
な

ど
の
災
害
を
防
ぐ
計
画
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し

か
し
、
森
林
管
理
署

の
説
明
に
よ
る
と
、
伐
採
業
者
は
、

作
業
効
率
な
ど
を
考
え
な
が
ら
、
三
年
間
の
入
札
分
を
た

め
て

一
気
に

一
流
域
で
の
森
林
施
業

(集
中
的
な
伐
採
)

を
行
う
こ
と
が
可
能

に
な
る
。

以
上
の
仕
組
み
に
は
、
地
元
産
業

・
業
者
を
優
遇
す
る

反
面
、
森
林

の
公
益
的
機
能
重
視
や
流
域
管
理
の
観
点
を

な
い
が
し
ろ
に
す
る
危
険
性
を
は
ら
ん
で
い
る
。
ち
な
み

に
、
檜
山
森
林
管
理
署
で
は
林
班
に
対
す
る
択
伐
率
を

一

地
点
に
集
中
さ
せ
て
皆
伐
し
て
し
ま
う
問
題
点
が
認
め
ら

れ
た
が
(佐
藤
二
〇
〇
七
)
、
こ
れ
も
ま
た
、
伐
採
業
者
の

作
業
効
率
に
深
く
関
係
し
て
い
た
。
し
た
が

っ
て
、
現
行

の
業
者
任
せ
と
す
る
伐
採
事
業
は
、
持
続
的
林
業
経
営
や

流
域
管
理
の
基
本
理
念
と
ま
っ
た
く
合
致
せ
ず
、
同
時
に

国
有
財
産
の
管
理
面
を
含
ん
で
、
大
き
な
矛
盾
と
な

っ
て

い
る
。

五

ま
と
め
と
提
言

国
有
林
を
管
理
す
る
林
野
行
政

(林
野
庁

・
北
海
道
森

林
管
理
局

・
各
森
林
管
理
署
)
が
基
本
理
念

の

一
つ
に
掲

げ
て
い
る
生
物
多
様
性
保
全
に
関
し
て
、
そ
の
責
務
を
果

た
し
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。
北
海
道
自
然
保
護
協
会
は
、

こ
の
二
年
間
に
、
北
海
道
森
林
管
理
局
や
林
野
庁

に
対
し

て
、
生
物
多
様
性
保
全

の
観
点
か
ら
大
問
題
と
な
る
天
然

林
伐
採
、
そ
の
他

の
森
林
施
業
、
治
山
ダ
ム
工
事
、
世
界

ラ
リ
ー
の
林
道
使
用
な
ど
に
関
す
る
要
望

・
意
見

・
質
問

書
を
提
出
し
続
け
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
対
す
る

文
書
回
答
は
、
幾
度
も
催
促
し
て
き
た
が
、
そ
の
都
度
、

担
当
者
か
ら
回
答
す
る
と
の
口
頭
返
答
は
あ
る
け
れ
ど

も
、
文
書
回
答
が
な
い
か
、
余
り
に
も
不
十
分
な
回
答
に

結
果
し
て
き
た
。
北
海
道

の
国
有
林
を
管
理
す
る
林
野

庁

・
北
海
道
森
林
管
理
局
は
、
国
民
の
声
に
対
し
て
説
明

責
任
を
果
た
そ
う
と
し
な
い
、
あ
る
い
は
回
答
す
る
能
力

が
な

い
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
現
状
に
あ
る
。

大
き
な
ま
と
め
と
し
て
、
「我
が
国
の
森
林
・林
業
政
策

は
、
国
有
林
を
著
し
く
劣
化
さ
せ
て
し
ま

っ
た
反
省
か
ら

基
本
理
念
を
大
転
換
し
た
が
、
基
本
理
念
が
変
わ
っ
て
も
、

実
態
は
木
材
生
産
を
目
的
と
し
て
、
国
有
林
を
さ
ら
に
劣

化
さ
せ
続
け
て
い
る
。
基
本
理
念
に
あ
る
公
益
的
機
能

・

多
面
的
機
能
の
重
視
、
そ
し
て
持
続
的
林
業
経
営
も
ま
た
、

ま

っ
た
く

"絵
に
描
い
た
餅
"
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

に
関
す
る
国
民
の
批
判
に
対
し
て
、
林
野
行
政
は
口
を
塞

い
で
回
答
せ
ず
、
説
明
責
任
を
果
た
さ
な
い
。
」
そ
の
た
め
、

国
有
林
に
お
け
る
劣
化
の
実
態
を
国
民
の
共
通
認
識
と
す

る
こ
と
、
そ
し
て
、
多
方
面
か
ら
徹
底
し
た
論
議
を
す
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

こ
こ
に
、
以
下
を
ま
と
め
と
し
て
お
き
た
い
。

①
国
有
林

に
お
け
る
公
益
的
機
能

・
多
面
的
機
能
の
重

視
、
流
域
管
理
な
ら
び
に
持
続
的
林
業
経
営
の
基
本
理
念

は
、
字
義
通
り
で
あ
れ
ば
、
本
来
は
、
非
常
に
大
切
な
理

念

で
あ
る
。

②
し
か
し
、
国
有
林
の
実
態
は
、
短
期
的
経
済
や
行
政

改
革
の
流
れ
に
よ

っ
て
左
右
さ
れ
、
実
質
的
に
は
、
基
本

理
念
と
か
け
離
れ
た
「
木
材
生
産
」
や
土
木
事
業
型
の
「整

備
事
業
」
重
視
が
続
き
、
将
来
を
考
え
な
い
施
策
に
よ

っ

て
劣
化
し
た
森
林
を
さ
ら
に
劣
化
さ
せ
て
い
る
。
実
際
に

は
、
木
材
生
産
は
継
続
し
、
公
益
的
機
能
の
土
砂
流
出
防

備
や
水
源
か
ん
養
な
ど
に
関
す
る
整
備
事
業
と
称
し
て
林

道
掘
削
や
治
山
ダ
ム
建
設
が
続
け
ら
れ
て
お
り
、
先
に
、

森
林
の
公
益
的
機
能

・
多
面
的
機
能
重
視
を
考
え
る
べ
き

基
本
理
念
に
即
し
た
施
策
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
北
海
道

に
お
け
る
国
有
林
の
現
状
に
つ
い
て
、
筆
者
は
、
少
な
く

と
も
今
後
五
〇
年
は
林
業

・
木
材
生
産
よ
り
も
公
益
的
機
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能

・
多
面
的
機
能
を
維
持
す
べ
き
、
劣
化
し
す
ぎ
た
悲
惨

な
状
況
に
陥

っ
た
と
判
断
し
て
い
る
。

③
北
海
道
の
森
林

・
林
業

に
関
す
る
施
策
と
し
て
、
ま

ず
、
五
〇
年
あ
る
い
は

一
〇
〇
年
先
を
見
据
え
た
長
期
的

計
画
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
森
林
の
現
状

を
科
学
的

に
把
握
し
、
そ
れ
に
関
し
て
社
会
に
分
か
り
や

す
く
説
明
し
、
森
林
の
正
し
い
現
状
認
識
を
行
政
担
当
者

も
市
民
も
共
有
す
べ
き
で
あ
る
。

④
生
物
多
様
性
保
全
は
、
重
視
す
べ
き
公
益
的
機
能
に

掲
げ
ら
れ
な
が
ら
絵
に
描
い
た
餅

で
あ
り
、
と
く
に
種
と

遺
伝
子
の
多
様
性
に
関
し
て
は
、
絶
滅
危
惧
種
を
増
加
さ

せ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
り
、
無
策

に
等
し
い
。
生
物
多

様
性
保
全

に
関
し
て
林
野
庁
み
ず
か
ら
有
効
な
施
策
を
講

じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
現
状
で
は
、
少
な
く
と
も
他
省
庁

や
北
海
道
な
ど
に
よ
る
生
物
多
様
性
保
全

の
施
策
に
協
力

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
生
物
多
様
性
保
全
の
観
点
に

は

「
あ
ら
ゆ
る
生
物
の
種
と
遺
伝
子
は
、
現
在
価
値
が
分

か
ら
な
い
段
階
で
も
人
類
の
将
来
を
考
え
る
役
立

つ
資
源

で
あ
る
と
見
な
し
て
お
り
、
そ
の
資
源
維
持
の
た
め
に
野

生
生
物
を
守
る
と
い
う
視
点
が
あ
る
」。
こ
の
よ
う
に
新
た

な
森
林

・
林
業
基
本
法
に
変
わ

っ
た
時
代
に
お
い
て
、
国

有
林
の
行
政
担
当
者
や
林
学
者

・
林
業
関
係
者
は
、
上
記

の
観
点

・
視
点
を
認
識
し
な
い
ま
ま
、
従
来
通
り
、
目
下

の
段
階
で
高
価
に
売
れ
る
有
用
木
だ
け
を
見
て
い
る
と
判

断
す
る
。
そ
の
よ
う
な
国
有
林
関
係
者
に
は
、
今
で
も
「木

は
高
く
売
れ
る
が
、
野
生
生
物
は
そ
う
で
は
な
い
」
と
い

う
過
去
ま
で
続

い
た
観
点
に
の
み
縛
ら
れ
、
近
視
眼
的
な

発
言
を
繰
り
返
す
方
が
い
る
。

⑤
相
対
的

に
自
然
性
の
高

い
森
林

(天
然
林
)
は
、
生

態
系

の
多
様
性
の
観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
。
林
野
庁

・
北

海
道
森
林
管
理
局
み
ず
か
ら
、
国
立
公
園

・
国
定
公
園

・

都
道
府
県
立
自
然
公
園

・
文
化
財
な
ど
保
護
地
域
の
森
林

や
、
現
状
の
保
護
林
と
将
来
保
護
林
と
す
べ
き
自
然
性
の

高
い
天
然
林
を
、
地
域
ご
と
に
自
然
性
の
高

い
森
林
タ
イ

プ
を
揃
え
て
林
業
対
象
か
ら
外
す
ゾ
ー

ニ
ン
グ
が
必
要
で

あ
る
。
⑥
木
材
生
産
と
生
物
多
様
性
保
全
や
国
土
保
全
な
ど
公

益
的
機
能
と
の
関
係
、
ま
た
持
続
的
林
業
で
あ
る
か
に
つ

い
て
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
て
分
か
り
や
す
い
説
明
が

で
き
る
施
策
が
必
要
で
あ
る
。
林
野
庁

・
北
海
道
森
林
管

理
局
は
、
持
続
的
林
業
経
営
や
生
物
多
様
性
保
全
を
言
葉

だ
け
で
使
用
し
、
国
民
を
誤
魔
化
し
て
い
る
と
判
断
す
る

が
、
科
学
的
根
拠
に
基
づ
い
た
施
策
を
示
し
、
国
民
の
疑

問
に
対
し
て
明
確
に
説
明
す
べ
き
責
任
が
あ
る
。

⑦
天
然
林
を
林
野
庁
、
人
工
林
を
独
立
行
政
法
人
と
す

る
行
政
改
革
に
関
し
て
は
、
我
が
国
の
森
林
に
お
け
る
生

物
多
様
性
保
全
を
含
む
公
益
的
機
能
を
国
と
し
て
責
任
を

持

っ
て
包
括
的
に
維
持
す
る
体
制
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
筆
者
は
、
国
有
林
を
二
分
し
、
林
野
庁

に
お

け
る
国
有
林
部
局
を
二
分
す
る
政
策
は
大
き
な
過
ち
と
考

え
て
い
る
。
他
方
で
、
林
野
庁
を
解
体
し
、
人
工
林
部
分

を
現
状
の
ま
ま
に
し
て
天
然
林
部
分
を
環
境
省
に
移
管
さ

せ
る
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
林
野
行
政
の
大
き
な
矛
盾

点
が
林
野
庁
み
ず
か
ら
解
決
し
よ
う
と
し
な
い
限
り
、
考

慮
す
べ
き
意
見
の

一
つ
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
。

以
下
に
、
よ
り
具
体
的
な
提
言
を
加
え
る
。
林
野
庁
に

よ
る
目
下
の
森
林

・
林
業
政
策
に
は
、
二
酸
化
炭
素
吸
収

を
含
み
、
諸
機
能
の
発
揮
の
た
め
の
整
備
事
業
と
称
し
て
、

森
林
施
業
を
肯
定
す
る
動
き
が
顕
著
で
あ
る
。
し
か
し
、

ま
ず
、
生
物
多
様
性
保
全
を
考
え
る
と
、
分
類
学
者
、
種

生
物
学
者
な
ど
の
協
働
が
必
要
に
な
る
が
、
種
の
現
状
に

関
す
る
詳
細
な
イ
ン
ベ
ン
ト
リ
イ
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
生
態
学
者
の
協
働
が
必
要
な
側
面
と
し
て
、
木
材

生
産
機
能
と
種
々
の
公
益
的
機
能
は
相
反
す
る
場
合
が
多

い
の
で
、
公
益
的
機
能
重
視
と
持
続
的
林
業
経
営
に
関
す

る
科
学
的
研
究
に
基
づ
い
て
森
林
施
業

・
整
備
事
業
が
ど

の
よ
う
に
可
能
な
の
か
、
科
学
的
に
慎
重
に
吟
味
す
る
必

要
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
林
業
経
済
学
者
・林
政
学
者
に
は
、

環
境
経
済
学
の
手
法
、
例
え
ば
C
V
M

(仮
想
評
価
法
)

を
使
用
し
て
、
木
材
生
産
に
よ
る
収
入
と
、
森
林
施
業
に

よ
る
生
物
多
様
性
の
損
失

(林
野
庁
で
は
生
物
多
様
性
に

つ
い
て
の
み
貨
幣
評
価
を
し
て
い
な
い
)
、
治
山
ダ
ム
・砂

防
ダ
ム
建
設
費
用
、
林
道
建
設
費
用
な
ど
を
総
合
的
に
、

し
か
も
森
林
に
手
を
加
え
な
い
場
合
の
各
機
能

の
貨
幣
価

値
を
含
ん
で
、
長
期
経
済
的
な
分
析
を
期
待
す
る
。

と
く
に
多
額
な
費
用
を
要
す
る
治
山
ダ

ム

・
砂
防
ダ
ム

と
林
道
建
設
は
、
公
益
的
機
能
発
揮
の
た
め
の
整
備
事
業

の
名
な
ど
に
よ

っ
て
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
現
在
ま
で
、

森
林
伐
採

に
よ
る
収
入
や
森
林
を
保
持
し
た
場
合
の
貨
幣

価
値
な
ど
と
総
合
的
に
勘
案

・
是
非

の
判
断
が
な
さ
れ
て

こ
な
か

っ
た
。

こ
の
状
況
は
、
治
山
ダ
ム

・
砂
防
ダ
ム
と

林
道
建
設
が
、
公
益
的
機
能
重
視
や
持
続
的
林
業
経
営
と

は
無
関
係
に
、
国
有
林
内
に
お
い
て
既
得
権
の
あ
る
公
共

事
業
と
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
問
題
点
で
あ
る
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
。

今
ま
で
述

べ
た
現
状
か
ら
林
野
行
政
を
判
断
す
る
と
、

公
益
的
機
能
が
林
野
庁
内
部
の
縦
割
り
行
政
に
個
別
に
任

せ
ら
れ
、
公
益
的
機
能
の
問
で
の
調
整
が
で
き
て
い
な
い

問
題
が
あ
る
。
真
の
国
有
林
改
革
は
、
こ
の
点
を
総
合
的

に
検
討
す
る
と
こ
ろ
に
も
あ
る
。
現
状
の
真
の
改
革
が
な

さ
れ
な
い
国
有
林
で
あ
る
な
ら
ば
、
我
が
国
の
林
野
行
政

は

「持
続
的
に
」
、
そ
し
て

「国
際
的
に
も
」
批
判
さ
れ
続

け
る
だ
ろ
う
、
国
有
林
の
現
状
は
、
極
め
て
シ
ビ
ア
な
問

題
に
満
ち
て
い
る
の
で
あ
る
。
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